
一

小
石
川
養
生
所
の
絵
図
面
を
中
心
と
し
た
建
築
的
史
料
の
検
討
と
復
元
的
考
察

は
じ
め
に

東
京
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
、
す
な
わ
ち
「
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究

科
附
属
植
物
園
本
園
」
は
、
江
戸
幕
府
が
開
い
た
「
小
石
川
御
薬
薗
」
に
由
来

す
る
。
本
稿
で
扱
う
「
小
石
川
養
生
所
」
の
敷
地
は
、
こ
の
御
薬
薗
の
ほ
ぼ
中

央
の
一
区
画
が
充
て
ら
れ
て
い
た
。
現
在
、養
生
所
の
遺
構
は
失
わ
れ
て
お
り
、

「
小
石
川
養
生
所
の
井
戸
」
の
み
が
養
生
所
の
存
在
し
た
位
置
を
示
す
に
過
ぎ

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
養
生
所
の
建
築
や
運
営
の
様
子
が
ま
っ
た
く
不
明
か

と
い
え
ば
そ
う
で
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
養
生
所
に
関
し
て
は
幸
い
な
こ
と
に

比
較
的
多
く
の
史
料
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
往
時
の
姿
を
考
察
す

る
事
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。

養
生
所
は
町
奉
行
の
管
轄
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
活
動
に
つ
い
て
は

詳
細
な
記
録
が
作
成
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
大
部
分
は
町
奉
行
所
の
他
の
記
録
と

と
も
に
明
治
新
政
府
に
引
き
継
が
れ
、『
旧
幕
府
引
継
書
』
と
称
さ
れ
て
、
現

在
は
国
立
国
会
図
書
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
養
生
所
に
関
す
る
史
料
の
大

多
数
が
、こ
の
『
旧
幕
府
引
継
書
』
に
収
め
ら
れ
た
、各
『
撰
要
類
集
』
と
『
書

留
』
に
由
来
す
る
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
う
ち
建
築
工
事
に
関
わ
る
も
の
と
し

て
、
養
生
所
が
新
築
、
修
繕
、
建
替
さ
れ
る
際
に
作
成
さ
れ
た
伺
書
や
そ
の
回

答
、
あ
る
い
は
、
入
札
・
発
注
時
の
記
録
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

れ
ら
に
は
、「
絵
図
面
」、「
仕
様
書
」、「
内
訳
書
」
な
ど
の
建
築
図
書
が
添
付

さ
れ
て
い
た
こ
と
も
記
録
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
絵
図
面
は
、
養
生
所
が
高

級
な
建
築
で
は
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
平
面
図
の
み
で
あ
り
、
高
さ
関
係
の
情
報

は
仕
様
書
で
補
う
こ
と
に
な
る
。内
訳
書
は
工
事
費
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

今
日
か
ら
み
れ
ば
概
略
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
も
と
も
と
工

事
の
度
に
揃
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
多
く
が
散
逸
し
て
お
り
一
式

が
揃
っ
て
い
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
特
に
時
代
を
遡
る
ほ
ど
、
こ
の
傾
向
は
当

然
な
が
ら
強
く
な
る
。

本
稿
で
は
、
前
半
部
に
お
い
て
現
存
す
る
史
料
を
解
読
し
な
が
ら
養
生
所
の

建
築
の
様
相
を
考
察
し
、
後
半
部
に
お
い
て
は
現
存
が
確
認
で
き
な
い
た
め
、

小
石
川
養
生
所
の
絵
図
面
を
中
心
と
し
た
建
築
的
史
料
の
検
討
と
復
元
的
考
察

福　

濱　

嘉　

宏



二

内
容
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
絵
図
の
推
定
を
試
み
て
い
る
。
こ
の
推
定
は
、
史

料
の
分
析
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
正
確
さ
を
目
標
に
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
成
果
は
限
定
的
で
あ
り
、
建
築
総
体
を
再
現
す
る
に
は
遠
く
及
ば
ず
、
一
般

的
な
復
元
の
印
象
と
異
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
絵
図
面
を
再
現
し
て
い
る
と
い

う
点
で
「
復
元
」
で
あ
る
。

本
題
に
入
る
前
に
、
養
生
所
に
関
す
る
概
略
的
な
理
解
を
読
者
に
供
す
る
た

め
、「
小
石
川
養
生
所
」
の
解
説
の
一
例
を
紹
介
し
て
お
く
。
事
典
よ
り
の
引

用
で
あ
る
が
内
容
の
正
誤
は
こ
こ
で
は
問
わ
な
い
。

「
江
戸
時
代
に
幕
府
が
小
石
川
薬
園
内
に
設
け
た
貧
窮
病
人
の
施
療
所
。

一
七
二
二
年
（
享
保
七
）
正
月
、
一
町
医
の
小
川
笙
船
（
一
六
七
二

－

一
七
六
〇
）
が
目
安
箱
に
投
じ
た
上
書
が
契
機
と
な
っ
て
設
置
を
み
た
。
町
奉

行
の
支
配
に
属
し
、
与
力
二
人
、
同
心
六
人
が
養
生
所
掛
と
し
て
勤
め
た
。
収

容
規
模
は
最
初
四
○
人
、
翌
年
に
は
一
〇
〇
人
、
二
九
年
一
五
〇
人
と
な
っ

た
が
、
三
三
年
か
ら
一
一
七
人
と
な
り
、
以
後
幕
末
ま
で
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

医
師
は
九
名
（
の
ち
五
名
）
で
本
道
、
外
科
、
眼
科
に
分
か
れ
、
小
川
笙
船

の
子
孫
が
代
々
勤
め
た
ほ
か
、
寄
合
医
師
、
小
普
請
医
師
ら
で
あ
っ
た
が
、

一
八
四
三
年
（
天
保
一
四
）
以
降
は
町
医
師
と
な
っ
た
。
運
営
費
は
最
初
は
一

か
年
七
五
〇
両
で
あ
っ
た
が
、
宝
暦
（
一
七
五
一
～
六
四
）
年
中
よ
り
八
四
〇

両
と
し
、
そ
の
金
額
は
幕
末
ま
で
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
設
立
当
初
は
入
所
希
望

者
は
多
か
っ
た
が
、
幕
末
で
は
約
半
数
と
な
っ
て
い
る
。
天
保
（
一
八
三
○
～

四
四
）
こ
ろ
の
内
部
は
不
衛
生
で
、
看
病
中
間
の
腐
敗
も
甚
だ
し
か
っ
た
と
い

う
。」

（
南
和
男
、
日
本
大
百
科
全
書　

八
、
小
学
館
、
昭
和
六
一
年
）

一
．
小
石
川
養
生
所
に
関
す
る
史
料
に
つ
い
て

享
保
七
年
の
計
画
段
階
か
ら
幕
末
ま
で
の
史
料
の
う
ち
、
絵
図
面
を
中
心
に

史
料
の
制
作
年
代
、
作
者
、
制
作
の
目
的
な
ど
を
考
察
し
つ
つ
、
養
生
所
の
建

築
的
変
遷
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
。
養
生
所
の
建
築
は
病
室
部
門
と
管
理

部
門
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
が
、
創
建
時
を
除
い
て
こ
れ
ら
の
建
築
工
事
は

別
々
に
お
こ
な
わ
れ
、史
料
の
ほ
と
ん
ど
が
病
室
部
門
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

管
理
部
門
に
関
す
る
記
録
も
残
っ
て
い
る
が
、
幕
末
の
一
時
期
に
限
ら
れ
て
い

る
た
め
、
変
遷
を
考
察
す
る
に
は
至
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
対
象
を
病

室
部
門
に
限
定
し
て
お
こ
な
う
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
絵
図
面
の
一
覧
を
表
1
に
示
す
。
こ
れ
ら
の
絵
図
は
全

体
平
面
図
と
呼
び
う
る
も
の
で
あ
る
が
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
管
理
部
門
の

描
か
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
い
。

 （
一
）「
屋
敷
渡
預
繪
圖
證
文　

享
保
七
寅
年
」（
図
1
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）

こ
の
史
料
は
「
地
割
方
」
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
養
生
所
の
敷
地

が
町
奉
行
所
に
預
け
渡
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
證
文
の
日
付
は
享

保
七
年
八
月
十
七
日
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
日
よ
り
小
石
川
御
薬
園
を
分
割
し

て
養
生
所
の
敷
地
に
あ
て
る
こ
と
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
養
生
所
は
当
初
「
施

薬
院
」
と
呼
ば
れ
、
享
保
七
年
二
月
か
ら
具
体
的
な
計
画
が
開
始
さ
れ
た
。
同

年
七
月
に
は
「
施
薬
院
は
小
石
川
御
薬
薗
之
内
に
て
御
普
請
被
仰
付
候
積
、
則

施
薬
院
住
居
之
繪
圖
差
上
申
候
。」（『
享
保
撰
要
類
集
二
十
八
ノ
上
』）
と
、
小

石
川
御
薬
薗
内
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の

時
点
で
施
薬
院
の
建
築
図
「
施
薬
院
住
居
之
繪
圖
（
現
存
せ
ず
）」、
く
わ
え
て



三

小
石
川
養
生
所
の
絵
図
面
を
中
心
と
し
た
建
築
的
史
料
の
検
討
と
復
元
的
考
察

予
算
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
敷
地
が
御
薬
薗
内
に
決

ま
っ
た
の
は
、
さ
ら
に
早
い
時
期
で
あ
る
。
実
際
、
六
月
に
養
生
所
に
詰
め
る

役
人
の
食
事
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
と
き
薬
園
預
り
役
の
岡
田

利
左
衛
門
の
世
話
に
は
な
ら
な
い
と
町
奉
行
か
ら
有
馬
兵
庫
頭
に
上
申
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
六
月
に
は
決
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
れ
よ
り

以
前
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
「
屋
敷
渡
預
繪
圖
證
文
」（
図
1
）
に
よ
っ
て
敷
地
の
正
確
な
面
積
や

形
状
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
る
と「
施
薬
院
屋
鋪
」は「
坪
数
千
坪
」

で
あ
り
、
東
西
「
三
十
一
間
一
尺
五
寸
」、
南
北
「
三
十
二
間
」
の
ほ
ぼ
正
方

形
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
東
西
と
南
北
の
長
さ
に
四
尺
五
寸
の
差
が
見
ら
れ

る
が
、
こ
れ
を
間ケ
ン

で
表
記
す
る
と
三
一
・
二
五
間
と
三
二
間
と
な
り
、
こ
れ
ら

を
乗
じ
て
得
ら
れ
る
面
積
は
精
確
な
千
坪
で
あ
る
。
逆
に
い
う
と
小
石
川
養
生

所
の
敷
地
は
、
千
坪
の
土
地
を
分
割
す
る
こ
と
が
与
条
件
と
し
て
あ
り
、
形
状

と
し
て
厳
密
な
正
方
形
が
選
択
さ
れ
た
が
、
計
算
上
の
利
便
の
た
め
に
わ
ず
か

な
差
を
持
つ
も
の
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

敷
地
が
千
坪
の
正
方
形
で
あ
る
こ
と
は
、「
施
薬
院
住
居
之
繪
圖
」
と
無
関

係
で
は
な
く
、
こ
の
敷
地
に
あ
わ
せ
て
建
築
物
の
配
置
や
形
状
が
決
め
ら
れ
た

と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
図
1
で
は
東
西
南
北
の
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
敷
地
は
子
午
線

に
対
し
て
約
四
十
五
度
に
振
れ
て
い
る
た
め
、
直
角
に
ず
れ
た
表
記
を
し
て
い

る
図
（
図
3
と
図
4
）
も
あ
る
。
本
稿
で
は
建
築
の
呼
称
の
関
係
か
ら
図
１
の

呼
び
方
に
統
一
し
て
論
を
進
め
る
。

（
二
）「
小
石
川
養
生
所
之
圖
」（
図
2
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
）

東
京
都
立
中
央
図
書
館
が
所
蔵
す
る
「
小
石
川
養
生
所
之
圖
」
は
、
多
く
の

文
献
に
お
い
て
創
建
時
の
図
と
説
明
さ
れ
、
か
つ
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
史

料
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
こ
の
図
を
基
に
復
元
図
や
復
元
模
型
ま
で
が
制
作
さ

れ
て
い
る
例
も
あ
り
、
現
在
も
っ
と
も
正
統
的
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
結
論
か
ら
言
う
と
、
こ
の
図
は
近
代
以
降
に
捏
造
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、養
生
所
の
歴
史
的
事
実
を
何
ら
反
映
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
図
は
、『
東
京
誌
料
』
す
な
わ
ち
、
大
正
天
皇
即
位
記
念
の
御
下
賜
金

を
も
と
に
古
書
商
か
ら
購
入
し
た
江
戸
に
関
す
る
史
料
の
一
つ
で
あ
る
。
図
の

右
上
の
「
大
礼
記
念
図
書
」
の
印
形
は
そ
の
時
に
捺
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
、本
稿
で
は
こ
の
図
を「
大
礼
記
念
図
書
の
図
」と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

大
礼
記
念
図
書
の
図
が
購
入
さ
れ
た
時
期
は
明
確
で
は
な
い
が
、
東
京
誌
料

全
体
の
購
入
時
期
が
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
か
ら
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）

図 1　�『屋敷渡預繪圖證文 享保七寅年』（国
会図書館蔵、請求記号 807-1、永続
的識別子：ndljp/pid/2547861）



四

図 2　「小石川養生所之圖」 （大礼記念図書、東京都立中央図書館特別文庫室所蔵、東京誌料 673-12）



五

小
石
川
養
生
所
の
絵
図
面
を
中
心
と
し
た
建
築
的
史
料
の
検
討
と
復
元
的
考
察

年
の
間
で
あ
る
か
ら
そ
の
期
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
所
蔵
元
や
購
入
先
も
不

明
で
あ
る
。
東
京
都
立
図
書
館
発
行
の
『
東
京
誌
料
分
類
目
録
そ
の
一
』（
昭

和
三
十
四
年
）
で
は
、
こ
の
図
の
年
代
を
「
享
保
七
年
」
と
し
て
い
る
が
、
図

に
は
年
代
や
制
作
者
を
示
す
よ
う
な
も
の
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
奉
行
所

が
作
成
し
た
他
の
史
料
と
異
な
り
、ヤ
ケ
や
虫
食
い
な
ど
の
損
傷
が
な
い
の
で
、

享
保
に
制
作
さ
れ
通
常
の
環
境
下
で
保
管
さ
れ
て
き
た
も
の
と
は
考
え
る
こ
と

は
難
し
い
。

大
礼
記
念
図
書
の
図
は
単
独
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
養
生
所

ノ
始
末
」
と
い
う
表
題
の
約
九
百
字
の
文
章
を
綴
っ
た
罫
紙
一
枚
が
添
付
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
文
書
に
も
署
名
は
な
い
。
こ
の
文
章
の
末
尾
に
「
享
保
七
年
ハ

紀
元
二
千
三
百
八
十
二
年
ニ
シ
テ
西
暦
千
七
百
二
十
三
（
マ
マ
）
年
ナ
リ　

今

ヲ
去
ル
事
約
二
百
年
前
」
と
書
か
れ
て
い
る
か
ら
、
一
九
二
〇
年
頃
の
作
と
み

な
さ
れ
、
ち
ょ
う
ど
史
料
購
入
の
期
間
に
あ
た
る
。
実
は
、
こ
の
添
付
の
文
章

は
明
治
二
十
二
年
発
行
『
江
戸
會
誌
第
一
冊
第
四
号
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
養
生

所
の
始
末
」
の
一
部
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
、
先
述
の
「　

」
内
の
年
代
に
関
す

る
部
分
を
後
か
ら
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
る
。『
江
戸
會
誌
』
の
文
章
の
著
者

は
小
宮
山
綏
介
（
明
治
二
十
九
年
没
）
で
あ
る
こ
と
は
、『
法
制
論
纂
続
編
』（
國

學
院
、
明
治
三
十
七
年
一
月
発
行
）
に
同
一
の
文
章
が
署
名
入
り
で
掲
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
東
京
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
の
「
養
生
所

ノ
始
末
」
は
、原
著
者
で
あ
る
小
宮
山
と
は
時
期
的
に
無
関
係
な
引
用
で
あ
り
、

く
わ
え
て
、「
鎮
臺
府
」
を
「
鎮
臺
室
」
と
誤
る
な
ど
正
確
さ
に
欠
け
る
も
の

で
あ
る
。

大
礼
記
念
図
書
の
図
が
実
施
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
そ
こ
に
描
か

れ
た
不
定
形
な
敷
地
と
『
屋
敷
渡
預
繪
圖
證
文
』
の
正
方
形
の
敷
地
を
比
較
す

れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
実
施
で
は
な
い
と
い
う
指
摘
は
、
す
で
に
南
和
男
氏
に

よ
っ
て
昭
和
四
十
四
年
に
な
さ
れ
て
い
る
。「
養
生
所
の
収
容
者
数
は
四
〇
人

で
あ
り
、
そ
の
建
物
は
柿
葺
の
長
屋
で
薬
煎
所
が
二
カ
所
と
あ
る
だ
け
で
間
取

そ
の
他
に
つ
い
て
の
詳
か
な
記
録
は
み
え
な
い
。
日
比
谷
（
マ
マ
）
図
書
館
所

蔵
の『
小
石
川
養
生
所
之
図
』は
、建
物
の
規
模
と
構
成
か
ら
、ま
た
医
師
が『
寄

合
・
小
普
請
・
町
医
』
と
三
者
が
並
ん
で
み
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
設
立
当
初
の

計
画
の
段
階
に
お
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。」（
南
：『
江
戸
の
社
会
構
造
』、
塙
選

書
六
十
七
、
塙
書
房
、
昭
和
四
十
四
年
）

す
な
わ
ち
、
南
和
男
氏
は
大
礼
記
念
図
書
の
図
を
計
画
段
階
と
見
な
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、「
寄
合
・
小
普
請
・
町
医
と
三
者
が
並
ん

で
み
え
る
と
こ
ろ
」
を
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
南
氏
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
同

所
の
医
師
は
、
設
立
当
初
か
ら
天
保
十
四
年
三
月
に
町
医
師
と
交
替
す
る
ま
で

寄
合
医
師
・
小
普
請
医
師
が
出
仕
し
て
い
た
」（
南
：
養
生
所
考
（
上
）
江
戸

幕
府
の
社
会
事
業
、『
国
史
学
』、
国
史
学
会
、
昭
和
二
十
九
年
）
こ
と
が
根
拠

で
あ
り
、
三
者
併
用
の
実
在
が
疑
わ
れ
る
こ
と
か
ら
計
画
段
階
と
見
な
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、『
享
保
撰
要
類
集
二
十
八
ノ
上
』
に
は
開
設

時
に
夜
間
の
急
患
の
た
め
町
医
師
や
藩
医
を
任
用
す
る
と
い
っ
た
記
述
が
あ
る

う
え
、「
計
画
の
段
階
」
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
至
る
た
め
に
は
、
根
拠
と
な

る
史
料
が
存
在
し
て
然
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
も
の
は
見
当
た
ら
な

い
。
こ
の
た
め
、
本
稿
で
は
医
師
の
属
性
で
は
な
く
別
の
角
度
か
ら
、
大
礼
記

念
図
書
の
図
が
「
計
画
段
階
で
も
な
い
こ
と
」
を
考
察
す
る
。

大
礼
記
念
図
書
の
図
に
は
「
養
生
所
之
圖
」
と
表
題
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
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に
気
づ
く
が
、
こ
れ
は
室
名
の
書
き
込
み
と
同
一
の
筆
跡
で
あ
る
か
ら
図
面
作

成
時
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
養
生
所
は
当
初
の
名
称
が
「
施
薬
院
」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
後
に
「
養
生
所
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
事
実
が
あ
る
。
名
称
が
変
更
さ
れ
た
時
期
は
、
南
和
男
氏
の
調
査
に
よ
る

と
「
私
の
見
た
か
ぎ
り
で
は
、『
養
生
所
』
の
名
称
を
用
い
た
も
っ
と
も
早
い

例
は
、
同
（
筆
者
注
：
享
保
七
）
年
十
一
月
十
七
日
町
奉
行
よ
り
御
側
衆
有
馬

兵
庫
頭
氏
倫
に
差
出
し
た
『
町
触
之
案
』
で
あ
っ
て
、
こ
れ
以
降
の
史
料
に
は

施
薬
院
の
文
字
を
使
用
し
て
い
な
い
。し
か
し
て
同
年
七
月
以
前
の
記
録
に
は
、

す
べ
て
施
薬
院
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
養
生
所
の
名
称
を
は
じ
め
て
使
用

し
た
の
は
同
年
七
月
以
降
十
一
月
中
旬
ま
で
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。」（
南
：

昭
和
二
十
九
年
）
と
い
う
結
論
に
至
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
享
保
七
年
七
月
以

前
は
す
べ
て
「
施
薬
院
」
で
あ
り
、
同
年
十
一
月
以
降
は
す
べ
て
「
養
生
所
」

と
呼
ば
れ
、
そ
の
間
の
期
間
は
結
論
が
出
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
南
氏
の

分
析
を
補
う
な
ら
ば
、
先
ほ
ど
の
『
屋
敷
渡
預
繪
圖
證
文
』
の
図
中
に
は
「
施

薬
院
」
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
「
施
薬
院
」
の
使
用
は
八
月
十
七
日
ま
で

時
期
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
そ
の
前
月
の
七
月
に
は
「
施
薬
院
住
居
之
繪
圖
」
が
存
在
し
、
こ

の
図
に
よ
る
建
築
は
「
金
弐
百
拾
両
三
分
銀
拾
弐
匁
余
、
是
は
施
薬
院
こ
け
ら

葺
に
仕
、
惣
御
普
請
御
入
用
」
と
あ
り
、
開
設
後
に
入
れ
ら
れ
た
朱
書
で
「
病

人
四
拾
人
之
積
に
て
長
屋
相
建
候
処
、
段
々
相
増
候
」
と
あ
る
か
ら
「
施
薬
院

住
居
之
繪
圖
」
が
間
違
い
な
く
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、「
計

画
段
階
」
は
遅
く
と
も
七
月
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
大
礼
記
念
図
書
の
図

が
計
画
段
階
な
ら
ば
「
養
生
所
」
と
書
か
れ
る
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
実
施
で
も
な
く
、
計
画
段
階
で
も
な
い
図
面
、
そ
れ
が
大
礼
記
念
図

書
の
図
の
位
置
付
け
な
の
で
あ
る
。

余
談
に
な
る
が
、『
旧
幕
府
引
継
書
』
内
で
は
「
施
薬
院
」
か
ら
「
養
生
所
」

へ
と
い
う
呼
称
の
変
更
が
享
保
七
年
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
民
間
ま
で
対

象
を
広
げ
る
と
事
情
は
異
な
っ
て
く
る
。
安
政
年
間
や
弘
化
年
間
に
作
成
さ
れ

た
江
戸
の
地
図
な
ど
で
は
「
セ
ヤ
ク
イ
ン
」
と
記
入
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
、

養
生
所
の
公
式
名
称
と
民
間
の
呼
称
の
間
に
不
一
致
が
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る

の
で
あ
る
。
幕
府
の
記
録
で
も
、
天
保
五
年
の
入
札
で
請
負
人
（
町
人
）
は
宛

先
を
「
御
薬
院　

御
役
所
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
施
薬
院
に
類
す
る
呼
称

で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
史
料
を
検
討
す
る
ま
で
も
な
く
常
識
的
に
見
て
、
大
礼
記
念
図
書
の

図
に
は
真
実
性
を
疑
う
べ
き
点
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
病
人
部
屋
と
管
理
部
門

が
同
じ
棟
で
中
廊
下
を
挟
ん
で
接
し
て
い
る
こ
と
、
男
女
の
病
人
部
屋
が
並
ん

で
い
る
こ
と
、
便
所
が
す
べ
て
の
部
門
の
共
有
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
防
犯
、
衛

生
、
風
紀
の
面
で
非
現
実
的
と
い
う
ほ
か
は
な
い
の
で
あ
る
。

大
礼
記
念
図
書
の
図
が
捏
造
で
あ
る
と
し
て
、
作
者
は
何
者
な
の
か
。
図
中

に
「
御
役
人
衆
」、「
御
医
師
」
と
い
う
書
き
込
み
を
す
る
こ
と
か
ら
、
養
生
所

の
運
営
側
の
者
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
養
生
所
に
関
す
る
知
識
が
乏
し
い
者
で

あ
る
。
と
い
う
の
は
、
養
生
所
に
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
を
あ
っ
た
か
の
よ
う

に
、
逆
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
を
書
き
落
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
図
中
の「
御
玄
関
」や「
診
察
所
」は
想
像
の
産
物
で
あ
る
。
養
生
所
に「
玄
関
」

が
設
け
ら
れ
た
事
実
は
な
く
、弘
化
年
間
に
一
度
だ
け
、「
不
体
裁
」
で
あ
り
「
御

威
光
」
に
か
か
わ
る
と
し
て
役
所
部
分
に
玄
関
を
設
け
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
た
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小
石
川
養
生
所
の
絵
図
面
を
中
心
と
し
た
建
築
的
史
料
の
検
討
と
復
元
的
考
察

が
中
止
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
診
察
所
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
も
な
い
。
史
料

に
よ
る
と
診
察
の
場
所
は
、
病
人
部
屋
の
中
か
、
入
所
願
い
の
病
人
の
場
合
は

役
所
の
縁
側
で
診
察
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
逆
に
、
薬
煎
所
は
必

要
不
可
欠
な
機
能
で
あ
る
が
、
図
か
ら
は
欠
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
反
し
て
、
大
礼
記
念
図
書
の
図
の
作
者
は
養
生
所
に
関
す
る
知
識
が

皆
無
で
は
な
い
。
先
述
の
よ
う
に
医
師
の
属
性
に
よ
っ
て
後
世
の
歴
史
学
者
を

混
乱
さ
せ
る
程
で
あ
る
。こ
の
突
出
し
た
知
識
は
ど
こ
か
ら
入
手
し
た
も
の
か
。

図
に
は
、
小
宮
山
綏
介
が
著
し
た
『
江
戸
会
誌
』
の
「
養
生
所
の
始
末
」
を
引

用
し
た
文
章
が
添
付
さ
れ
て
い
た
が
、
同
文
中
の
「
養
生
所
附
醫
員
は
、
大
抵
、

小
石
川
近
邊
な
る
寄
合
醫
師
、
小
普
請
醫
師
よ
り
出
役
す
る
も
の
な
れ
ど
も
、

其
間
に
は
御
番
醫
師
、
又
は
藩
醫
、
町
醫
よ
り
出
る
こ
と
も
あ
り
」
の
一
節
か

ら
得
た
と
考
え
る
と
理
解
し
や
す
い
。
一
方
、
図
に
は
薬
煎
所
が
な
い
が
、『
江

戸
会
誌
』
の
文
章
に
も
「
薬
煎
所
」
の
記
述
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

大
礼
記
念
図
書
の
図
は
、
小
宮
山
綏
介
の
「
養
生
所
の
始
末
」
を
も
と
に
想
像

を
加
え
な
が
ら
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
、
東
京
市
に
よ
っ
て
江

戸
に
関
す
る
史
料
が
購
入
さ
れ
て
い
る
時
期
な
ら
ば
、
制
作
の
動
機
は
十
分
に

あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
計
画
段
階
の
絵
図
面
が
小
川
笙
船
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
す

る
説
が
あ
る
。
天
明
四
年
の
「
小
川
丹
次
由
緒
書
」（『
安
永
撰
要
類
集
』）
に

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
享
保
六
年
（
マ
マ
）
に
笙
船
は
十
九
ヶ
條
の
建

白
書
を
提
出
し
、
そ
の
う
ち
の
「
施
薬
院
之
儀
は
、
兼
て
御
上
に
も
被
為
思
召

候
所
え
申
上
候
間
、
仕
形
絵
図
等
目
論
見
差
上
候
様
、
大
岡
越
前
守
御
役
宅
に

て
被
申
渡
、
委
細
奉
書
上
候
」
と
あ
り
、
町
奉
行
か
ら
の
指
示
を
受
け
、
仕
様
、

絵
図
な
ど
を
笙
船
が
提
出
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
後「
依
之
、

同
七
寅
年
大
岡
越
前
守
内
寄
合
之
節
、
中
山
出
雲
守
立
合
に
て
施
薬
院
之
儀
御

建
被
遊
候
」
と
、
笙
船
の
計
画
が
実
施
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
記
述
が
な
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
後
世
に
書
か
れ
た
由
緒
書
で
あ
る
か
ら
功
績
を
割
引

い
て
読
む
べ
き
で
あ
り
、
同
時
代
の
『
享
保
撰
要
類
集
』
で
は
異
な
る
経
緯
が

記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
有
馬
兵
庫
頭
が
享
保
七
年
二
月
二
十
日
に

笙
船
を
呼
ん
で
聞
き
取
り
を
し
た
と
こ
ろ
、
笙
船
の
目
論
見
通
り
に
実
施
で
き

る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
翌
二
十
一
日
に
南
北
両
奉
行
所
の
与
力

に
詳
細
の
検
討
を
命
じ
「
勤
方
諸
事
」
を
決
定
し
た
と
な
っ
て
い
る
。
そ
も
そ

も
、
町
奉
行
が
仕
様
書
や
建
築
設
計
図
の
作
成
ま
で
を
町
医
に
命
じ
、
町
医
が

そ
れ
に
応
じ
る
技
量
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
自
体
が
難
し
い
が
、
何
ら
か
の

か
た
ち
で
笙
船
が
関
わ
っ
た
と
し
て
も
、
最
終
的
に
は
奉
行
所
が
統
括
す
る
こ

と
な
の
で
、
計
画
段
階
の
図
と
し
て
「
施
薬
院
住
居
之
繪
圖
」
以
外
の
存
在
を

考
え
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。

（
三
）「
養
生
所
繪
圖
」（
図
3
、
東
京
市
史
稿　

救
済
第
一
）

『
東
京
市
史
稿　

救
済
第
一
』（
東
京
市
役
所
、
大
正
十
年
）
に
収
録
さ
れ
て

い
る
「
養
生
所
繪
圖
」（
図
3
）
で
あ
る
。
こ
の
図
面
に
は
「
原
本　

加
藤
直

種
藏　

重
田
定
一
氏
藏
本
ヨ
リ
複
寫
ス　

大
正
六
年
十
月
六
日　

和
田
千
吉
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、
三
人
の
人
物
の
関
与
が
確
認
で
き
る
。
加
藤
直
種
は
原
本

の
所
蔵
者
で
あ
る
が
、
後
に
詳
述
す
る
。
重
田
定
一
は
歴
史
研
究
者
で
あ
り
、

和
田
千
吉
は
考
古
学
者
で
あ
る
。
こ
の
文
章
は
、
加
藤
の
原
本
を
重
田
が
複
製

し
、
さ
ら
に
和
田
が
複
写
し
た
と
解
釈
で
き
る
が
、
正
確
な
事
情
は
わ
か
ら
な
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	 図 3　�「養生所繪圖」（『東京市史稿 救済篇第一』、東京市役所、大正 10 年）�
注：他の図面と方向をそろえるため回転させている



九

小
石
川
養
生
所
の
絵
図
面
を
中
心
と
し
た
建
築
的
史
料
の
検
討
と
復
元
的
考
察

い
。
ち
な
み
に
重
田
が
二
十
歳
代
後
半
の
明
治
三
十
六
年
に
加
藤
は
亡
く
な
っ

て
お
り
、
さ
ら
に
重
田
の
複
製
を
和
田
が
複
写
し
た
一
年
後
に
重
田
が
亡
く

な
っ
て
い
る
。
現
在
、
加
藤
所
蔵
の
原
本
お
よ
び
重
田
の
蔵
本
も
所
在
が
不
明

で
あ
り
、
こ
の
図
面
が
複
製
の
過
程
で
受
け
た
加
工
の
程
度
も
不
明
で
あ
る
。

本
稿
で
は
こ
の
図
を
元
所
蔵
者
の
加
藤
か
ら
「
加
藤
直
種
図
」
と
呼
ぶ
こ
と
に

す
る
。

加
藤
直
種
は
大
槻
如
電
と
共
に『
新
撰
姓
氏
録
考
証
索
引
』（
明
治
三
十
四
年
）

の
著
者
で
あ
り
、反
町
茂
雄
氏
の『
紙
魚
の
昔
が
た
り
』（
八
木
書
店
、平
成
二
年
）

に
よ
る
と
、
短
冊
な
ど
の
古
籍
蒐
集
家
で
通
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
加
藤
が
、
国

学
者
で
あ
り
歌
人
で
も
あ
る
橘
枝
直
、
橘
千
蔭
父
子
の
子
孫
で
あ
り
、
千
蔭
の

遺
品
を
引
き
継
い
で
い
た
た
め
で
あ
る
。
橘
は
本
姓
で
あ
っ
て
父
子
の
本
名
は

加
藤
枝
直
、
加
藤
千
蔭
で
あ
る
が
、
同
時
に
「
加
藤
又
左
衛
門
」
と
い
う
名
跡

を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
加
藤
又
左
衛
門
は
、
枝
直
を
最
初
と
し
て
享
保
年
間
か

ら
幕
末
に
至
る
ま
で
町
奉
行
所
与
力
を
勤
め
た
家
柄
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
加

藤
直
種
図
」
は
町
奉
行
所
与
力
の
家
に
伝
わ
る
絵
図
が
複
写
さ
れ
て
『
東
京
市

史
稿
』
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
由
来
は
確
実
で
あ
る
。

加
藤
又
左
衛
門
は
名
跡
で
あ
る
か
ら
、
時
代
を
隔
て
て
同
名
の
人
物
が
複
数

存
在
す
る
。
こ
の
中
で
養
生
所
に
関
係
す
る
加
藤
又
左
衛
門
は
二
人
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
一
人
は
先
述
の
「
枝
直
」
で
あ
り
、
も
う
一
人
は
そ
の
曾

孫
に
あ
た
る
「
千ち
と
せ年
」
で
あ
る
。「
千
年
」
の
方
は
天
保
八
年
九
月
よ
り
天
保

十
年
か
十
一
年
ま
で
養
生
所
見
廻
の
役
を
勤
め
て
い
る
。「
枝
直
」
は
養
生
所

見
廻
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
養
生
所
の
見
分
を
お
こ
な
っ
た
と

い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

加
藤
直
種
図
の
制
作
年
代
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
、
図
中
に
お
い
て
、
男

病
人
長
屋
に
「
享
保
十
四
年
酉
拾
弐
間
継
足
シ
」、
女
病
人
長
屋
に
「
酉
年
拾

間
新
規
建
」、
薪
部
屋
に
「
寅
年
継
足
シ
」
と
い
う
文
言
が
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物

の
脇
に
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
す
る
。「
享
保
十
四
年
酉
拾
弐
間
継
足
シ
」

は
、
創
建
か
ら
七
年
後
の
享
保
十
四
年
に
増
築
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
女
病

人
長
屋
が
新
築
さ
れ
た
年
は
「
酉
年
」
と
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
精
確

な
年
代
に
つ
い
て
以
下
に
考
察
す
る
。
加
藤
枝
直
が
養
生
所
を
見
分
し
た
こ
と

は
既
に
述
べ
た
が
、こ
の
事
を
記
し
た
享
保
二
十
年（
一
七
三
五
）の
正
月
の「
青

木
文
藏
御
用
薩
摩
芋
作
場
所
見
分
繪
圖
書
付
并
養
生
所
繪
圖
其
外
書
付
」（
国

会
図
書
館
蔵
）
の
図
面
（
図
4
）
に
よ
る
と
、
こ
の
時
点
で
五
棟
の
病
人
長
屋

が
描
か
れ
て
お
り
、
女
病
人
長
屋
は
す
で
に
造
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

養
生
所
の
創
建
（
寅
）
か
ら
枝
直
の
見
分
（
卯
）
ま
で
の
酉
年
は
一
回
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
「
酉
年
」
は
享
保
十
四
年
と
特
定
さ
れ
、
女
病
人
長
屋
の
新
築
は

男
病
人
長
屋
の
増
築
と
同
時
期
で
あ
る
と
い
う
結
論
が
得
ら
れ
る
。

薪
部
屋
に
「
寅
年
継
足
シ
」
と
あ
る
が
、
寅
年
は
享
保
七
年
か
ら
享
保
二
十

年
の
間
に
二
回
数
え
ら
れ
る
。
享
保
七
（
寅
）
年
七
月
の
町
奉
行
に
よ
る
書
付

に
「
塩
味
噌
薪
炭
等
買
上
ケ
仕
候
て
は
、
蔵
物
置
等
も
御
座
無
く
候
て
は
難
成

候
間
、
一
式
入
札
為
致
、
町
人
受
負
に
可
申
付
候
」（『
享
保
撰
要
類
集
二
十
八

ノ
上
』）
と
あ
る
の
が
最
初
の
可
能
性
で
あ
る
。
し
か
し
、
翌
年
の
享
保
八
年

に
養
生
所
は
病
人
の
収
容
定
員
を
四
十
人
詰
か
ら
百
人
詰
に
す
る
増
築
工
事
を

お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
規
模
の
大
き
い
工
事
を
抜
か
し
て
そ
の
前

年
の
薪
部
屋
の
増
築
を
書
き
入
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
宇
野

脩
平
氏
に
よ
れ
ば
、
享
保
十
九
（
寅
）
年
八
月
に
金
百
八
両
三
分
銀
拾
四
匁
五



一
〇

分
の
修
復
工
事
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。（
宇
野
脩
平
『
大
岡

越
前
守
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
、
昭
和
四
十
二
年
、
※
南
和
男
氏
が
指
摘
す
る
よ

う
に
こ
の
工
事
を
記
述
し
た
文
献
は
不
明
で
あ
り
、
筆
者
の
調
査
で
も
不
明
の

ま
ま
で
あ
る
。）
こ
の
工
事
が
実
在
す
る
な
ら
ば
、
付
随
し
て
薪
部
屋
を
増
築

し
た
可
能
性
は
高
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
加
藤
直
種
図
は
享
保
十
九
年
以
降

に
制
作
さ
れ
た
か
、
享
保
十
四
年
以
前
か
ら
加
筆
さ
れ
な
が
ら
最
後
に
手
を
加

え
ら
れ
た
の
が
享
保
十
九
年
以
降
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
四
）�「
青
木
文
藏
御
用
薩
摩
芋
作
場
所
見
分
繪
圖
書
付
并
養
生
所
繪
圖
其
外
書

付
」（
図
4
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）

享
保
二
十
年
一
月
九
日
、
加
藤
又
左
衛
門
（
枝
直
）
は
養
生
所
の
見
分
を
お

こ
な
っ
た
。
目
的
は
薩
摩
芋
の
試
作
場
所
を
確
認
す
る
た
め
で
あ
る
。
薩
摩
芋

の
試
作
を
養
生
所
で
お
こ
な
っ
た
人
物
と
し
て
青
木
文
藏
（
昆
陽
）
が
著
名
で

あ
る
が
、
加
藤
又
左
衛
門
が
薩
摩
芋
試
作
の
企
画
と
運
営
を
行
い
、
そ
の
実
働

と
し
て
青
木
昆
陽
を
推
挙
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、関
根
正
直
は『
史

話
俗
談
』（
誠
文
堂
書
店
、
大
正
十
年
）
に
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
是

れ
享
保
十
八
年
の
事
に
て
敦
書
（
筆
者
注
：
昆
陽
）
乃
ち
薩
摩
芋
試
作
御
用
掛

仰
付
ら
れ
、
新
に
飯
田
町
坂
上
、
白
山
御
藥
園
内
（
今
の
植
物
園
）
ま
た
下
總

國
不
堂
寺
村
（
マ
マ
）
等
を
、
薩
摩
芋
植
場
と
定
め
ら
れ
た
る
に
つ
き
、
前
に

吹
擧
の
縁
を
以
て
、
翁
（
筆
者
注
：
枝
直
）
も
場
所
見
分
御
用
と
し
て
、
各
地

に
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
開
發
の
費
用
勘
定
ま
で
、
翁
の
關
か
り
た
り
し
事
、

か
の
上
聞
事
實
に
委
し
く
見
ゆ
。」

小
石
川
御
薬
園
内
に
は
二
ヶ
所
の
薩
摩
芋
試
作
場
が
設
け
ら
れ
た
。
養
生
所

図 4　�「青木文藏御用薩摩芋作場所見分繪圖書付并養生所繪圖其外書付」 �
（請求記号特1-2159、永続的識別子：ndljp/pid/2536520）�
注：原図は二つ折りになっているため、『東京市史稿救済第一』（東京市役所、大正 10 年）からの引用



一
一

小
石
川
養
生
所
の
絵
図
面
を
中
心
と
し
た
建
築
的
史
料
の
検
討
と
復
元
的
考
察

敷
地
内
の
一
八
三
坪
の
土
地
と
養
生
所
前
の
道
か
ら
坂
を
降
り
た
所
の
百
五
十

坪
の
土
地
で
あ
る
。
養
生
所
は
町
奉
行
所
の
支
配
に
あ
る
た
め
、
与
力
の
加
藤

又
左
衛
門
に
と
っ
て
も
大
変
に
融
通
の
利
く
場
所
で
あ
っ
た
。
同
心
詰
所
（
加

藤
直
種
図
で
は
「
役
人
詰
所
」）
を
青
木
昆
陽
の
休
息
所
に
あ
て
、
当
初
は
作

人
小
屋
を
建
設
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
中
止
と
し
、
代
わ
り
に
中
間
部
屋
を
利

用
し
た
。さ
ら
に
青
木
や
作
人
ら
の
食
事
を
養
生
所
で
用
意
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
坂
下
の
試
作
場
は
新
設
で
あ
る
た
め
柵
を
設
け
、
獣
害
（
犬
、
史
料
に

よ
っ
て
は
猪
）
を
防
ぐ
必
要
が
あ
っ
た
が
、
養
生
所
の
方
は
も
と
も
と
柵
矢
来

で
囲
わ
れ
て
い
る
た
め
そ
の
必
要
が
な
い
と
い
う
利
点
も
あ
っ
た
。

こ
の
書
付
は
青
木
昆
陽
に
よ
る
薩
摩
芋
の
試
作
に
関
す
る
経
緯
を
ま
と
め
た

も
の
で
、
二
種
類
の
図
面
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
飯
田
町
の
試
作
予
想
地
図
と

小
石
川
御
薬
園
内
の
図
面
で
あ
る
。
さ
ら
に
御
薬
園
内
の
図
面
は
二
枚
あ
り
、

坂
下
の
防
猪
柵
で
囲
わ
れ
た
試
作
場
の
図
面
、
他
は
養
生
所
の
敷
地
を
示
し
た

図
（
図
4
）
で
あ
る
。
後
者
は
、
敷
地
の
東
（
図
の
表
記
は
南
）
半
分
の
み
が

描
か
れ
病
人
長
屋
の
輪
郭
と
周
囲
の
空
地
に
寸
法
お
よ
び
面
積
を
記
し
た
も
の

で
あ
る
。
御
薬
園
内
の
二
枚
の
図
が
そ
れ
ぞ
れ
、
表
題
の
「
薩
摩
芋
作
場
見
分

繪
圖
」と「
養
生
所
繪
圖
」で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、内
容
か
ら
ど
ち
ら
も「
薩

摩
芋
作
場
見
分
繪
圖
」で
あ
る
と
す
る
見
方
も
否
定
で
き
な
い
。そ
の
場
合
、「
養

生
所
繪
圖
」
は
抜
き
取
ら
れ
て
紛
失
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
が
加
藤

直
種
図
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
書
付
の
署
名
は
「
加
藤
又
左
衛

門
」
で
あ
り
、加
藤
直
種
図
の
原
題
が
「
養
生
所
繪
圖
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
加
藤
又
左
衛
門
（
枝
直
）
が
薩
摩
芋
試
作
場
を
検
討
す
る

た
め
に
図
面
を
必
要
と
し
、
そ
の
際
に
入
手
し
た
養
生
所
の
絵
図
面
、
あ
る
い

は
そ
の
写
し
が
「
加
藤
直
種
図
」
の
原
本
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
こ
と

で
あ
る
。
昆
陽
に
よ
る
薩
摩
芋
の
試
作
は
享
保
二
十
年
か
ら
翌
年
の
元
文
元
年

ま
で
の
わ
ず
か
二
期
の
み
で
あ
り
、
そ
の
後
に
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
加
藤
又

左
衛
門
が
試
作
地
を
見
分
し
た
の
は
享
保
二
十
年
正
月
で
あ
る
か
ら
、
加
藤
直

種
図
は
こ
れ
以
前
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
先
述
の
よ
う
に
絵
図

面
中
の
「
寅
年
継
足
シ
」
か
ら
享
保
十
九
年
以
降
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、

加
藤
直
種
図
が
最
後
に
加
筆
さ
れ
た
の
は
享
保
十
九
年
で
あ
る
と
特
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
五
）�「
小
石
川
養
生
所
御
修
復
積
再
應
吟
味
仕
奉
伺
候
書
付
」

	

（『
明
和
撰
要
類
集
三
十
』）

表
題
の
書
付
は
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
に
、
町
奉
行
か
ら
老
中
と
若
年
寄

に
宛
て
た
も
の
で
、
修
復
工
事
の
再
見
積
を
お
こ
な
っ
た
上
で
の
発
注
許
可

の
伺
書
で
あ
る
。
最
初
の
伺
い
か
ら
仕
様
変
更
の
み
を
記
し
た
も
の
で
、
基

と
な
る
仕
様
書
や
絵
図
面
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
書
付
の
中

に
「
八
年
以
前
未
年
所
々
御
修
復
有
之
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
宝
暦
十
三
年

（
一
七
六
三
）
に
小
規
模
な
改
修
工
事
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
の
工

事
に
関
す
る
史
料
は
全
く
残
っ
て
い
な
い
。

明
和
七
年
の
工
事
の
伺
い
に
至
る
ま
で
の
経
過
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。「
落

札
之
者
え
可
被
仰
付
哉
之
段
、
去
々
子
九
月
十
五
日
依
田
豊
前
守
勤
役
中
相
伺

候
所
、
積
直
可
差
上
旨
、
去
丑
八
月
九
日
被
仰
渡
候
趣
、
左
之
通
」
す
な
わ
ち
、

一
昨
年
の
明
和
五
年
に
落
札
者
を
決
め
町
奉
行
が
伺
い
を
立
て
た
と
こ
ろ
、
翌

年
の
六
年
（
丑
）
の
八
月
九
日
に
「
左
之
通
」
の
箇
所
を
変
更
し
て
再
見
積
を



一
二

す
る
よ
う
な
指
示
が
あ
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
明
和
七
年
の
工
事
範
囲
は
「
小
石
川
養
生
所
表
門
并
番
所
、薬
調
合
所
、

役
人
詰
所
、
腰
懸
、
臺
所
、
下
男
部
屋
、
物
置
所
、
米
舂
所
、
病
人
部
屋
、
渡

椽
、
湯
遣
所
、
表
囲
矢
来
、
裏
門
、
所
々
挫
竹
塀
共
、
其
外
屋
根
朽
損
候
に
付
、

御
修
復
」
と
あ
る
通
り
、
役
所
部
分
か
ら
、
賄
方
の
部
分
、
病
人
部
屋
、
表
門
、

番
所
、
外
構
ま
で
と
全
般
に
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
各
建
物
や
部
屋
の
呼
称

か
ら
、
加
藤
直
種
図
と
の
連
続
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「
左
之
通
」
と
書

か
れ
た
町
奉
行
か
ら
の
変
更
指
示
箇
所
で
あ
る
が
、「
病
人
部
屋
五
棟
渡
廊
下

湯
遣
所
并
惣
物
置
、
柱
根
継
土
台
取
替
、
屋
根
葺
直
、
葭
簀
下
見
不
残
仕
直
し

候
仕
様
に
候
え
共
、
惣
物
置
古
板
四
分
一
交
葺
直
し
、
葭
簀
下
見
半
分
相
用
、

其
外
は
仕
様
書
之
通
」
と
あ
る
よ
う
に
工
事
量
を
削
減
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ

れ
で
も
明
和
五
年
の
落
札
金
額「
四
百
九
両
弐
分
銀
九
匁
」か
ら
、削
減
後
は「
落

札　

金
弐
百
拾
八
両
壱
分
」
と
半
額
近
く
に
減
額
さ
れ
て
い
る
。
各
部
位
の
説

明
の
末
尾
に
は
必
ず
「
其
外
は
仕
様
書
之
通
」
と
謳
っ
て
い
る
も
の
の
、
仕
様

書
は
残
っ
て
い
な
い
の
で
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
書
付
に
記
さ
れ
た
「
病
人
部
屋
」
は
加
藤
直
種
図
の
「
病
人
長

屋
」
と
同
義
で
あ
る
。
病
人
長
屋
か
ら
病
人
部
屋
へ
の
呼
称
の
変
化
も
、
時
代

に
よ
っ
て
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
病
人
長
屋
は
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
の

文
書
が
最
後
で
あ
り
、
病
人
部
屋
は
こ
の
書
付
の
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
が

最
初
で
あ
る
。
十
数
年
の
交
差
が
あ
る
が
、
天
明
四
年
の
文
書
と
い
う
の
は
笙

船
の
孫
で
あ
る
小
川
丹
次
の
由
緒
書
で
あ
り
、
文
中
に
病
人
長
屋
が
使
用
さ
れ

る
の
は
享
保
八
年
の
記
事
内
で
あ
る
か
ら
過
去
の
用
法
が
継
承
さ
れ
た
と
見
な

す
と
、
こ
の
使
い
分
け
は
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
ま
で
は
「
病
人
長
屋
」、

明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
以
降
が
「
病
人
部
屋
」
と
な
り
、
そ
の
間
の
二
十
五

年
間
は
史
料
的
空
白
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
六
）�「
養
生
所
病
人
部
屋
惣
体
御
修
復
仕
様
帳
」	

	

（『
安
永
撰
要
類
集 

二
十
三
ノ
下
』）

明
和
七
年
の
工
事
か
ら
二
十
年
を
経
た
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に
再
び

修
復
工
事
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
修
復
に
際
し
て
、
町
奉
行
か
ら
老
中
と
若
年
寄

へ
あ
て
た
発
注
許
可
の
伺
書
に
は
「
二
十
年
以
前
寅
年
所
々
御
修
復
有
之
候
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、
明
和
七
年
以
来
の
工
事
規
模
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
小
石
川
養
生
所
病
人
部
屋
・
薬
煎
所
・
渡
り
椽
・
湯
遣
所
・
板
塀
其
外
朽

損
申
候
。
尤
是
迄
小
破
之
分
は
其
時
々
養
生
所
賄
金
之
内
、
又
は
番
所
欠
所
金

を
以
仮
繕
仕
候
得
共
、
損
強
候
に
付
、
御
修
復
御
入
用
積
入
札
申
付
、
吟
味
仕

候
処
、
左
之
通
御
座
候
」
と
伺
書
は
、
こ
の
よ
う
な
書
き
出
し
で
始
ま
っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
今
回
の
工
事
範
囲
を
述
べ
た
後
に
、
小
規
模
な
修
繕
は
養
生

所
の
経
費
や
番
所
す
な
わ
ち
奉
行
所
の
闕
所
金
を
あ
て
て
き
た
が
、
今
回
の
修

復
は
破
損
状
態
が
大
き
い
た
め
に
工
事
費
は
指
示
に
よ
っ
て
検
討
し
た
と
い
う

の
で
あ
る
。「
一
、
落
札　

金
弐
百
九
拾
五
両　

永
嶋
町　

白
子
屋
勘
七
」
か

ら
三
番
札
ま
で
が
伺
書
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
に
基
づ
き
、「
寛
政

度
御
修
復
御
入
用
出
方
之
儀
は
、
御
金
蔵
よ
り
受
取
候
」（『
養
生
所
書
留
』
天

保
八
年
六
月
十
六
日
）
と
後
の
時
代
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
工
事
の

費
用
は
幕
府
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
。

伺
書
に
は
「
落
札
之
者
え
可
申
付
候
哉
奉
伺
候
、
則
繪
圖
仕
様
帳
内
訳
奉
入

御
覧
候
」
と
あ
り
、
絵
図
、
仕
様
帳
、
内
訳
が
添
え
ら
れ
て
老
中
へ
提
出
さ
れ



一
三

小
石
川
養
生
所
の
絵
図
面
を
中
心
と
し
た
建
築
的
史
料
の
検
討
と
復
元
的
考
察

た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
絵
図
面
と
内
訳
は
所
在
が
不
明
で
あ
る
が
、
仕
様
帳

に
つ
い
て
は
控
え
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
仕
様
帳
は
工
事
箇
所
と
規
模
を
示

し
た
前
半
と
仕
様
を
記
し
た
後
半
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

仕
様
帳
の
前
半
の
記
述
で
は
、
五
棟
の
病
人
部
屋
に
は
そ
れ
ぞ
れ
名
称
が
付

さ
れ
、「
北
病
人
部
屋
、
九
尺
病
人
部
屋
、
中
病
人
部
屋
、
新
病
人
部
屋
、
女

病
人
部
屋
」
と
呼
び
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
最
初
の
史
料
で
あ
る
。

各
病
人
部
屋
の
「
本
家
」（
筆
者
注
：
母
屋
）
の
梁
間
・
桁
行
の
ほ
か
、
前
側

槫
椽
庇
お
よ
び
渡
り
廊
下
の
寸
法
、
雪
隠
の
数
、
薬
煎
所
の
有
無
と
そ
の
規
模
、

槫
椽
先
水
洗
の
数
量
が
記
さ
れ
て
い
る
。
表
2
に
示
す
よ
う
に
、
加
藤
直
種
図

と
比
較
す
る
と
雪
隠
数
に
多
少
の
不
同
が
見
ら
れ
る
が
、
梁
間
・
桁
行
を
表
す

数
値
は
一
致
す
る
。

仕
様
帳
の
後
半
で
は
工
事
仕
様
が
羅
列
さ
れ
て
い
る
が
、「
損
強
候
に
付
」

と
損
傷
が
甚
大
で
、「
右
北
病
人
部
屋
よ
り
女
部
屋
迄
五
棟
湯
遣
所
共
、
惣
体

取
崩
し
足
木
致
仕
立
候
修
復
」
と
、
解
体
し
た
後
、
新
規
部
材
で
補
う
よ
う
な

計
画
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
土
臺
桧
葉
、
栗
之
内
五
寸
角
に
て
新
規

に
仕
立
可
申
候
」、「
本
家
柱
惣
躰
新
規
杦
丸
太
面
テ
付
四
寸
、
病
人
部
屋
、
女

部
屋
、
湯
遣
所
共
柱
杦
丸
太
面
テ
付
三
寸
弐
分
新
規
に
仕
立
」
と
、
土
台
や
柱

と
言
っ
た
主
要
構
造
部
は
新
規
部
材
に
交
換
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
ほ

ぼ
新
築
同
然
の
改
修
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
仕
様
帳
に
よ
れ
ば
、
屋
根
、
壁
の
工
法
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
た

と
え
ば
、
屋
根
は
柿
葺
き
に
蠣
殻
を
載
せ
た
い
わ
ゆ
る
蠣
殻
葺
き
で
、
棟
だ
け

は
瓦
が
葺
か
れ
て
い
た
。
蠣
殻
葺
き
は
、
瓦
葺
き
と
と
も
に
防
火
対
策
と
し
て

幕
府
が
普
及
さ
せ
よ
う
と
し
た
工
法
で
あ
る
。
養
生
所
に
関
す
る
史
料
で
は
、

享
保
十
九
年
の
薩
摩
芋
作
場
の
作
人
小
屋
（
計
画
の
み
）
の
仕
様
に
も
見
ら
れ

る
。
享
保
と
寛
政
に
挟
ま
れ
た
明
和
七
年
の
書
付
に
は
、
蠣
殻
葺
き
に
関
す
る

記
述
は
な
い
が
、
法
令
の
連
続
性
か
ら
す
る
と
明
和
の
時
期
も
蠣
殻
葺
き
で

あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
享
保
七
年
の
仕
様
に
は
「
こ
け

ら
葺
」
と
の
み
書
か
れ
て
お
り
蠣
殻
葺
き
で
は
な
か
っ
た
。
寺
島
孝
一
氏
に
よ

る
と
「
享
保
十
二
年
三
月
に
は
、
水
道
橋
外
・
小
石
川
辺
・
小
日
向
筋
（
外
堀

の
外
）
の
直
参
の
面
々
に
た
い
し
て
、
な
る
べ
く
瓦
葺
き
が
望
ま
し
い
が
、
そ

れ
が
難
し
い
場
合『
念
入
候
蠣
殻
屋
根
』に
す
る
よ
う
申
し
付
け
て
い
る
。」（
江

戸
遺
跡
研
究
会
会
報
№
八
十
八
、
江
戸
遺
跡
研
究
会
、
二
〇
〇
二
年
十
一
月
）

と
あ
る
の
で
、養
生
所
の
蠣
殻
葺
き
も
こ
の
時
期
に
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
寺
島
氏
は
養
生
所
医
師
・
小
川
道
顕
が
著
し
た
『
塵
塚
談
』
の
「
養
生

所
な
ど
惣
屋
根
な
ど
、十
四
五
年
以
前
ま
で
は
蠣
屋
根
に
て
あ
り
し
な
り
」（
文

化
十
一
年
、
一
八
一
四
）
と
い
う
記
述
か
ら
蠣
殻
葺
き
は
寛
政
末
か
ら
享
和
頃

（
一
八
〇
〇
年
頃
）
に
廃
止
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、
蠣
殻
葺

き
が
廃
れ
て
以
降
、
養
生
所
の
屋
根
は
瓦
で
葺
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

後
年
の
史
料
（『
養
生
所
書
留
』）
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
病
人
部
屋
の
床
に
は
畳
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
畳

病
人
部
屋
五
棟
に
て
弐
拾
三
畳
相
用
、
其
外
は
惣
体
琉
球
表
縁
な
し
に
て
表
替

致
、床
九
拾
六
畳
次
八
通
に
て
新
に
入
可
申
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
相

用
」
の
「
用
」
は
再
利
用
の
意
味
で
あ
る
。「
表
替
」
は
、
現
在
で
は
畳
表
だ

け
を
張
り
替
え
る
と
き
の
み
に
使
わ
れ
る
が
、
近
世
で
は
畳
床
ま
で
新
し
く
す

る
意
味
で
も
使
用
さ
れ
た
。（
こ
の
用
例
は
東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
『
伊
阿
彌

家
文
書
』
に
も
見
ら
れ
る
。）
し
た
が
っ
て
、
畳
の
総
数
は
再
利
用
の
二
十
三



一
四

畳
と
新
規
九
十
六
畳
を
合
計
し
た
百
十
九
畳
と
な
る
。
こ
の
数
字
は
こ
の
頃
の

逗
留
病
人
百
十
七
人
と
女
看
病
人
二
人
の
合
計
と
一
致
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
病

人
部
屋
は
板
敷
で
あ
り
、
そ
こ
に
一
人
一
枚
の
置
畳
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
の
で
あ
る
。

（
七
）�「
養
生
所
惣
繪
圖
」、「
小
石
川
養
生
所
之
圖
」

	

（
図
5
、
図
6
、
東
京
都
公
文
書
館
蔵
）

町
奉
行
所
以
外
に
よ
っ
て
も
養
生
所
の
絵
図
は
作
成
さ
れ
て
い
る
。
東
京
都

公
文
書
館
蔵
の
新
見
文
書
に
は
大
、
小
二
枚
の
図
面
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

ぞ
れ
、
大
き
い
図
は
「
養
生
所
惣
繪
圖
」（
図
5
）、
小
さ
い
図
は
「
小
石
川
養

生
所
之
圖
」（
図
6
）
と
い
う
表
題
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

「
新
見
文
書
」
と
は
東
京
都
公
文
書
館
に
よ
る
と
「
寛
政
年
間
に
小
十
人
頭

や
目
付
を
勤
め
た
長
門
守
正
登
と
、
天
保
年
間
に
目
付
や
側
衆
を
勤
め
た
伊
賀

守
正
路
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
」
も
の
で
あ
る
。
同
文
書
に
は
、
こ
れ
ら
の
他

に
「
寛
政
四
子
年
閏
二
月
四
日
王
子
筋
御
成
還
御
之
節
植
木
屋
源
三
郎
方
御
立

寄
夫
よ
り
御
供
建
に
て
小
石
川
御
薬
園
御
通
抜
之
節
御
供
立
開
繪
圖　

加
藤
よ

り
借
写　

新
見
扣
」（
請
求
記
号
：
新
見

－

一
一
九
）
と
「
寛
政
七
卯
年
二
月

五
日
小
石
川
御
薬
園
よ
り
還
御
遂
田
安
外
明
地
馬
場
等
御
覧
植
木
屋
御
立
寄
之

節
御
供
建
開　

新
見
扣
」（
請
求
記
号
：
新
見

－

一
〇
八
）
と
題
さ
れ
た
二
枚

の
絵
図
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
将
軍
（
家
斉
）
が
小
石
川
薬
園
を
訪

れ
た
際
の
行
程
を
記
し
た
地
図
で
あ
る
。
寛
政
四
年
の
図
で
は
、
西
薬
園
に
入

り
養
生
所
の
前
の
道
へ
出
て
、
す
ぐ
に
東
の
薬
園
に
入
り
南
東
の
門
か
ら
出
る

よ
う
な
経
路
に
な
っ
て
い
る
。
東
薬
園
に
入
る
と
い
う
こ
と
は
養
生
所
の
す
ぐ

脇
を
通
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
寛
政
七
年
の
図
は
田
安
門
近
辺
の
み
で
御
薬

園
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

新
見
正
登
が
勤
め
た
小
十
人
頭
と
は
将
軍
の
警
護
役
で
あ
る
小
十
人
の
長
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
新
見
が
養
生
所
の
絵
図
を
用
意
す
る
動
機
と
し
て
、
小

石
川
薬
園
へ
の
将
軍
来
訪
時
の
警
護
以
外
に
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
新
見
文

書
の
養
生
所
の
図
は
こ
の
時
に
作
成
さ
れ
た
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
つ
ま

り
こ
の
二
枚
の
絵
図
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
の
特
定
は
で
き
な
い
も
の
の
、
寛

政
四
年
か
七
年
に
用
意
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
寛
政
元
年
の
修
復
直
後
の

様
子
を
表
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

新
見
文
書
の
養
生
所
の
絵
図
は
、
大
、
小
二
枚
と
も
敷
地
や
建
物
の
比
例
が

不
正
確
で
あ
る
。
北
病
人
部
屋
に
「
薬
煎
所
」
と
記
入
し
て
い
る
の
も
正
し
く

な
い
が
、
こ
れ
は
、
他
の
棟
に
な
ら
っ
た
推
量
に
よ
る
書
き
込
み
と
思
わ
れ
る
。

新
見
文
書
の
図
は
こ
の
よ
う
な
否
定
的
な
要
素
ば
か
り
で
は
な
い
。
病
人
部
屋

の
名
称
や
配
置
、
内
部
の
区
画
数
、
役
所
向
き
建
物
の
諸
部
屋
の
名
称
や
配
置

は
忠
実
で
あ
る
。「
薬
煎
所
介
抱
人
弐
人
宛
」
と
い
う
記
述
も
他
の
絵
図
で
は

見
ら
れ
な
い
記
述
で
あ
る
。
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図 5　「養生所惣繪圖」（新見文書、東京都公文書館蔵、請求記号ナシ）
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図 6　「小石川養生所之圖」（新見文書、東京都公文書館蔵、請求記号ナシ）



一
七

小
石
川
養
生
所
の
絵
図
面
を
中
心
と
し
た
建
築
的
史
料
の
検
討
と
復
元
的
考
察

（
八
）「
養
生
所
繪
圖　

完
」（
図
7
、
東
京
都
公
文
書
館
蔵
）

寛
政
元
年
の
修
復
以
降
は
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
金
百
六
十
六
両
三

分
を
か
け
た
修
復
を
は
じ
め
、文
化
九
年（
一
八
一
二
）に
屋
根
の
全
面
的
修
理
、

文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
と
同
九
年
に
そ
れ
ぞ
れ
修
復
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
工
事
に
関
す
る
直
接
的
な
史
料
類
は
存
在
し
て
い
な
い
が
、
工
事
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
次
の
史
料
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
七
月
に
、
寛
政
以
降
た
び
た
び
修
復
を

お
こ
な
っ
て
き
た
と
先
の
工
事
を
列
挙
し
、「
追
々
土
台
、
柱
、
屋
根
、
其
外

共
惣
体
朽
腐
強
、
最
早
此
度
は
取
繕
等
も
出
来
兼
候
間
、
大
御
修
復
御
座
候
様

仕
度
奉
存
候
」（『
養
生
所
一
件
3
巻 

[2] 
』）
と
、
も
は
や
修
繕
だ
け
で
は
維
持

困
難
で
あ
る
と
養
生
所
見
廻
与
力
か
ら
大
規
模
な
修
復
の
伺
い
が
出
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
と
き
、
二
通
り
の
案
が
提
出
さ
れ
た
。
一
つ
は
従
来
五
棟
あ
っ
た
病

人
部
屋
の
う
ち
九
尺
部
屋
を
廃
止
し
四
棟
に
変
更
す
る
案
、
そ
し
て
も
う
一
つ

は
、
従
来
の
通
り
に
五
棟
で
修
理
す
る
案
の
二
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
仕

様
帳
と
絵
図
面
、
見
積
書
が
作
成
さ
れ
た
。
仕
様
帳
、
見
積
書
は
控
え
が
残
さ

れ
て
い
る
が
、
絵
図
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。

「
病
人
部
屋
五
棟
有
之
、
一
ト
部
屋
之
内
口
中
奥
と
三
段
に
相
別
れ
、
大
病

人
は
奥
に
居
、
臭
気
強
、
無
病
之
も
の
に
て
も
、
右
場
所
え
参
候
得
ば
、
気
分

悪
敷
候
旨
、
其
外
中
口
之
次
第
、
且
九
尺
部
屋
は
極
大
病
人
斗
故
一
際
臭
気
強
、

介
抱
人
共
も
不
差
構
、
不
手
当
之
由
」（『
養
生
所
一
件
3
巻
[3] 

』、
天
保
三
年

七
月
）と
あ
る
よ
う
に
、病
人
部
屋
は
役
所
に
近
い
区
画
を「
口
之
方
」、順
に「
中

之
方
」、「
奥
之
方
」
と
呼
び
、
奥
の
方
は
、
重
病
人
を
入
れ
る
場
所
と
な
っ
て

い
た
。
重
病
人
の
居
場
所
は
衛
生
的
に
劣
悪
な
状
態
と
な
る
の
で
、
役
所
や
台

図 7　�「養生所繪圖　完」（東京都公文書館蔵、請求番号 ZB－142）�
注：図中の表題に「完」はないが、所蔵者の目録に従った
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八

所
か
ら
遠
い
場
所
が
あ
て
が
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
九
尺
病
人
部

屋
は
「
極
大
病
人
」
ば
か
り
が
収
容
さ
れ
て
い
た
。
九
尺
病
人
部
屋
は
役
所
に

近
く
薬
煎
所
も
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
介
抱
人
さ
え
も
寄
り
付
か
な
い
劣
悪

な
場
所
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
九
尺
の
梁
間
を
採
用
し
た
計
画
に
問
題

が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

「
是
迄
部
屋
ゝ
之
間
明
地
三
間
程
づ
つ
隔
有
之
、
間
近
く
候
て
病
人
部
屋
相

互
に
臭
気
往
来
致
候
上
、
両
便
所
近
く
且
下
水
も
無
数
、
悪
水
吐
不
宜
候
故
、

別
而
臭
気
も
籠
り
居
、
病
人
共
難
儀
仕
候
様
子
に
も
及
見
聞
申
候
」（『
養
生
所

一
件
3
巻
[2] 

』、
天
保
五
年
七
月
）
と
、
病
人
部
屋
が
五
棟
も
並
ぶ
こ
と
は
棟

間
隔
が
狭
く
臭
気
が
籠
る
原
因
で
あ
る
と
与
力
は
書
き
記
し
て
い
る
。
与
力
の

唱
え
る
理
由
の
真
偽
は
と
も
か
く
、
与
力
は
九
尺
部
屋
を
廃
止
す
る
四
棟
案
が

好
ま
し
い
と
考
え
て
い
た
。

し
か
し
、
伺
い
の
結
果
は
「
享
保
七
寅
年
起
立
之
節
よ
り
、
旧
来
是
迄
之
有

形
に
て
病
人
共
割
入
等
、
無
差
支
済
来
候
由
に
候
上
は
、
新
規
模
様
替
之
方
は

不
被
及
御
沙
汰
、
有
形
御
修
復
之
方
も
ケ
成
取
繕
之
積
」
と
い
う
回
答
で
、
創

建
時
か
ら
こ
れ
ま
で
五
棟
形
式
で
何
ら
問
題
が
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
四
棟
に

す
る
必
要
は
な
く
、
五
棟
を
修
繕
せ
よ
と
い
う
前
例
主
義
の
強
い
も
の
で
あ
っ

た
。
市
中
の
業
者
に
提
出
さ
せ
た
二
件
の
見
積
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
低
額
の

方
を
次
に
示
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
五
棟
の
修
復
案
よ
り
も
四
棟
の
新
規
案
の

方
が
相
当
に
高
額
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
一　

養
生
所
新
規
建　

弐
百
弐
拾
七
坪
半　

但
シ
四
棟
仕
立
、
其
外
、
大
小

下
水
、
箱
下
水
、
丸
太
矢
来
、
御
腰
掛
、
木
戸
、
非
常
口
、
板
塀
、
仮
部

屋
弐
拾
五
坪
共

右
御
絵
図
面
仕
様
御
註
文
之
通
り
入
念
出
来
奉
差
上
候
一
式
御
入
用

代
金
三
百
九
拾
五
両
也

一　

有
来
養
生
所
仕
様
御
註
文
之
通
り
御
修
復
入
念
仕
立

奉
差
上
候
右
御
入
用
一
式

代
金
弐
百
弐
拾
九
両
也

但
シ
新
規
建
相
成
候
共
有
来
養
生
所
取
こ
ふ
し
之
分
は
相
除
申
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
之
端
茅
町
壱
町
目　

村
田
屋　

長
吉

午
六
月

御
薬
院　

御
役
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（『
養
生
所
一
件
3
巻
[2] 

』）

天
保
五
年
の
大
規
模
な
修
復
は
見
送
り
、当
面
は
「
定
式
」
の
修
繕
に
留
め
、

養
生
所
内
で
蓄
財
・
増
資
す
れ
ば
、
四
、五
年
後
に
は
幕
府
に
頼
ら
な
く
て
も

新
規
同
様
の
修
復
も
可
能
だ
ろ
う
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
こ
の
方
針
に
よ
っ
て

天
保
六
年
は
小
規
模
な
修
繕
の
み
が
計
画
さ
れ
た
。

そ
れ
で
も
な
お
、
天
保
七
年
七
月
に
は
「
是
迄
難
捨
置
場
所
は
可
成
丈
け
、

精
々
保
方
取
繕
致
手
当
置
候
得
共
、
此
節
に
至
候
て
は
、
実
々
、
及
大
破
、
土

臺
は
勿
論
、
惣
柱
屋
根
共
、
惣
体
に
朽
腐
強
、
此
上
之
取
繕
方
も
無
之
体
に
相

見
え
、
右
に
准
し
建
付
等
も
曲
り
強
、
建
付
難
相
成
、
寒
さ
に
向
ひ
候
得
ば
、

寒
風
吹
込
自
然
寒
気
を
受
、
又
は
雨
湿
等
を
引
受
、
第
一
病
人
之
為
メ
に
不
宜
、

且
右
様
大
破
之
儀
に
候
得
ば
、
此
後
大
風
雨
之
節
、
病
人
共
如
何
之
怪
我
可
致

哉
も
難
斗
、
旁
以
、
何
共
安
心
不
仕
儀
に
付
、
急
々
惣
御
普
請
御
座
候
様
仕
度

奉
存
候
、
併
前
書
之
御
趣
意
も
御
座
候
に
付
先
此
段
御
内
慮
奉
伺
候
」（『
養
生

所
一
件
3
巻
[2] 
』）
と
再
度
、
修
復
は
急
用
で
あ
る
と
養
生
所
見
廻
与
力
よ
り
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年
番
与
力
へ
訴
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
も
、
一
昨
年
と
同
様
に
四
棟
形
式

と
五
棟
形
式
の
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
様
書
、
見
積
書
と
絵
図
が
作
ら
れ
て
い
る
。
天

保
七
年
の
史
料
に
、
四
棟
形
式
は
「
御
普
請
積
仕
様
書
」、
五
棟
形
式
が
「
御

養
生
所
御
大
修
覆
御
建
直
シ
仕
様
書
」
と
い
う
表
題
で
仕
様
書
の
控
え
が
残
さ

れ
て
い
る
が
、
絵
図
の
存
在
は
不
明
で
あ
る
。

現
在
、
東
京
都
公
文
書
館
に
は
五
棟
形
式
の
図
面
で
あ
る
「
養
生
所
繪
圖　

完
」（
図
7
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
図
の
端
部
に
は
「
明
治
三
十
七
年
十
一

月
舊
幕
府
引
継
書　

養
生
所
一
件
書
留
挿
圖
ヲ
以
テ
謄
ス
（
花
押
）」
と
書
か

れ
て
い
る
。
原
本
の
制
作
年
代
を
示
す
も
の
は
な
い
が
、こ
こ
に
記
さ
れ
た「
養

生
所
一
件
書
留
」
は
先
述
の
天
保
五
年
以
降
の
仕
様
書
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い

る
史
料
で
あ
る
。
天
保
八
年
以
後
、
五
棟
形
式
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

こ
の
図
は
天
保
五
年
ま
た
は
七
年
に
奉
行
所
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
仕
様
書
に

対
応
し
た
絵
図
面
の
写
し
と
考
え
ら
れ
る
。

表
2
に
五
棟
形
式
の
規
模
や
付
属
施
設
の
一
覧
を
示
す
。
天
保
五
年
と
七
年

の
仕
様
帳
に
お
け
る
相
違
は
、
総
面
積
、
北
病
人
部
屋
と
九
尺
病
人
部
屋
の
雪

隠
数
、
仮
女
病
人
部
屋
の
規
模
で
あ
る
が
、
東
京
都
公
文
書
館
の
図
と
一
致
す

る
の
は
天
保
七
年
の
仕
様
帳
で
あ
る
。
さ
ら
に
図
に
は
書
き
込
み
が
細
部
ま
で

な
さ
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
、
手
摺
と
そ
の
長
さ
、
水
桶
の
台
、
階
段
の
段
数

ま
で
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
も
天
保
七
年
の
仕
様
帳
の
内
容
と
一
致
す

る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
一
致
し
な
い
も
の
も
あ
り
、
中
部
屋
の
囲
炉
裏
の
寸

法
お
よ
び
建
具
の
枚
数
、
新
部
屋
か
ら
女
部
屋
へ
の
渡
り
廊
下
の
長
さ
が
異

な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
渡
り
廊
下
の
長
さ
の
相
違
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど

考
察
す
る
が
、
こ
れ
は
誤
記
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
公

文
書
館
所
蔵
の
「
養
生
所
繪
圖　

完
」
は
、
天
保
七
年
に
作
成
さ
れ
た
絵
図
の

写
し
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
。

天
保
七
年
八
月
に
定
用
大
工
が
提
出
し
た
「
御
積
書
」
は
、
四
棟
形
式
も
五

棟
形
式
も
天
保
五
年
の
入
札
価
格
よ
り
も
高
か
っ
た
た
め
、「
右
直
段
は
余
程

高
直
に
も
相
見
え
申
候
間
、
入
札
被
仰
付
候
方
に
も
可
有
御
座
哉
と
奉
存
候
」

（『
養
生
所
一
件
3
巻
[2] 

』、
天
保
七
年
九
月
）
と
一
般
競
争
入
札
が
検
討
さ
れ

る
。
南
北
町
奉
行
所
の
与
力
が
職
人
達
を
召
し
連
れ
見
分
が
お
こ
な
わ
れ
た
翌

日
に
、
北
町
奉
行
が
大
目
付
に
役
替
と
な
り
修
復
の
計
画
は
沙
汰
止
み
と
な
っ

て
し
ま
う
。
そ
の
後
も
病
人
部
屋
の
破
損
が
重
度
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

く
、
小
修
繕
に
よ
っ
て
半
年
は
大
雪
や
大
風
雨
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
な
工
事
の

指
示
を
受
け
た
定
用
大
工
か
ら
も
「
惣
体
及
大
破
候
事
に
御
座
候
間
御
請
負
難

申
上
奉
存
候
間　

依
之
私
儀
は
御
免
被
下
置
候
様
仕
度
此
段
御
聞
済
奉
願
上

候
」（『
養
生
所
一
件
3
巻
[2] 

』、
天
保
七
年
十
一
月
）
と
断
わ
ら
れ
る
状
態
に

陥
っ
て
い
た
。

（
九
）�「
有
形
繪
圖
面
」
お
よ
び
「
模
様
替
繪
圖
面
」

	

（
図
8
、
図
9
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）

町
奉
行
の
役
替
に
よ
る
中
断
か
ら
半
年
後
の
天
保
八
年
二
月
に
、
再
び
修
復

工
事
が
検
討
さ
れ
る
。今
回
は
最
初
か
ら
四
棟
形
式
案
の
み
で
話
が
進
め
ら
れ
、

四
月
に
一
般
入
札
の
結
果
を
も
っ
て
発
注
を
決
め
、
六
月
中
に
老
中
か
ら
了
承

さ
れ
た
。
工
事
は
、
六
月
二
十
五
日
の
手
斧
始
め
か
ら
百
二
十
三
日
後
の
十
月

二
九
日
に
完
成
を
み
て
い
る
。

天
保
八
年
二
月
に
提
出
さ
れ
た
入
札
実
施
許
可
の
伺
書
に
「
有
形
絵
図
面
且



二
〇

図 8　�「有形繪圖面」�
（『養生所書留 [6]』、国立国会図書館蔵、請求記号 808-47、永続的識別子：ndljp/pid/2548265）

	



二
一

小
石
川
養
生
所
の
絵
図
面
を
中
心
と
し
た
建
築
的
史
料
の
検
討
と
復
元
的
考
察

図 9　�「模様替繪圖面」�
（『養生所書留 [6]』、国立国会図書館蔵、請求記号 808-47、永続的識別子 : ndljp/pid/2548265）



二
二

模
様
替
絵
図
面
共
奉
入
御
覧
候
」
と
記
さ
れ
、
五
棟
形
式
の
「
有
形
繪
圖
面
」

（
図
8
）、
そ
れ
に
四
棟
形
式
の
「
御
修
復
仕
様
帳
」
と
「
模
様
替
繪
圖
面
」

（
図
9
）
が
添
付
さ
れ
た
。「
有
形
繪
圖
面
」
は
、
五
棟
形
式
の
工
事
を
お
こ
な

わ
な
い
の
で
現
状
を
示
す
た
め
の
図
面
で
あ
る
。
ま
た
、
五
棟
形
式
の
仕
様
帳

は
作
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
「
有
形
繪
圖
面
」
と
「
模
様
替
繪
圖
面
」
の

図
面
に
日
付
は
な
く
、
し
か
も
何
故
か
嘉
永
元
年
の
日
誌
に
挟
ま
れ
て
天
保
八

年
の
史
料
と
共
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
史
料
保
管
上
の
年
代
が
錯

綜
し
て
い
る
が
、
図
が
天
保
八
年
で
間
違
い
の
な
い
こ
と
は
以
下
の
こ
と
か
ら

確
認
で
き
る
。

表
3
は
、
天
保
五
年
か
ら
八
年
の
仕
様
帳
に
記
載
さ
れ
た
病
人
部
屋
の
工
事

規
模
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
表
に
示
し
た
天
保
五
年
お
よ
び
七
年
の
仕
様

帳
に
よ
る
と
四
棟
形
式
の
病
人
部
屋
の
桁
行
長
さ
は
二
十
三
間
（
五
年
の
北
病

人
部
屋
の
み
二
十
四
間
半
）で
あ
っ
た
も
の
が
、八
年
の「
御
修
復
仕
様
帳
」（
天

保
八
年
二
月
）
お
よ
び
「
養
生
所
病
人
部
屋　

出
来
形
帳
」（
天
保
八
年
十
月
）

で
は
二
十
二
間
半
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。「
模
様
替
繪
圖
面
」
に
は
「
桁
行
弐

拾
弐
間
半
」
と
記
入
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
絵
図
面
は
天
保
八
年
の
も
の
と

特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
も
う
一
枚
の
「
有
形
繪
圖
面
」
も
「
模

様
替
繪
圖
面
」
と
用
紙
の
種
類
や
寸
法
や
表
現
方
法
が
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら

同
時
期
の
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
図
面
が
嘉
永
元
年
の

日
誌
（
日
付
は
な
い
が
人
名
に
よ
っ
て
判
明
で
き
る
。）
に
挟
ま
れ
て
い
た
理

由
と
し
て
、
こ
の
時
期
に
修
復
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
役
人
に
よ
っ
て
天
保
八

年
の
史
料
か
ら
抜
き
取
ら
れ
、
さ
ら
に
日
誌
に
日
付
が
な
い
た
め
に
何
者
か
に

よ
っ
て
、
も
と
も
と
の
年
代
で
あ
る
天
保
八
年
の
文
書
の
中
に
戻
さ
れ
た
た
め

と
考
え
ら
れ
る
。

「
有
形
繪
圖
面
」
は
、
先
ほ
ど
の
新
見
文
書
の
図
と
異
な
り
、
湯
殿
が
九
尺

部
屋
の
並
び
に
移
動
し
て
お
り
、
寛
政
か
ら
天
保
の
間
の
工
事
で
、
こ
の
位
置

に
移
動
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
中
部
屋
か
ら
新
部
屋
と
新
部
屋
か
ら

女
部
屋
へ
の
二
つ
の
渡
り
廊
下
が
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
、
雪
隠
数
が
天
保
五

年
や
七
年
の
仕
様
帳
よ
り
少
数
で
あ
る
こ
と
は
、
何
ら
か
の
理
由
で
喪
失
し
た

た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

加
藤
又
左
衛
門
（
千
年
）
が
、
病
気
に
よ
り
退
任
し
た
与
力
の
代
番
と
し
て

養
生
所
見
廻
を
申
し
付
け
ら
れ
た
の
は
天
保
八
年
の
九
月
で
あ
り
、
修
復
工
事

の
最
中
で
あ
っ
た
。天
保
八
年
の
修
復
は
四
棟
形
式
に
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

加
藤
直
種
図
を
加
藤
千
年
が
必
要
と
し
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
加
藤
枝
直
が
利

用
し
た
も
の
と
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
修
復
工
事
前
に
養
生
所
見
廻
与
力
が
提
出
し
た
書
付
で
は
「
有

来
五
棟
之
処
、
九
尺
部
屋
壱
棟
相
減
四
棟
に
致
し
、
右
九
尺
部
屋
丈
之
坪
数
、

四
棟
え
割
合
候
て
建
足
、
惣
坪
数
是
迄
之
通
に
て
」（『
養
生
所
書
留
6
巻
[6] 

』、

天
保
八
年
二
月
）
と
あ
り
、
五
棟
形
式
か
ら
四
棟
形
式
に
変
更
し
て
も
、
九
尺

病
人
部
屋
の
面
積
を
他
の
棟
に
割
り
振
る
だ
け
な
の
で
総
面
積
の
増
減
が
な
い

か
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
総
面
積
に
増
減
が
な
い
と
い
う
方
針
は
、

六
月
の
町
奉
行
か
ら
老
中
へ
の
伺
書
に
も
明
記
さ
れ
て
お
り
、
奉
行
所
内
に
と

ど
ま
ら
な
い
公
け
の
事
実
と
な
っ
て
い
た
。

表
3
は
、
先
述
の
と
お
り
天
保
五
年
か
ら
天
保
八
年
の
計
画
を
整
理
し
た
も

の
で
あ
る
。
実
施
さ
れ
た
の
は
⑥
の
み
で
あ
り
、
そ
の
他
は
実
現
さ
れ
た
も
の

で
は
な
い
。五
棟
形
式
を
採
用
す
る
場
合
は
実
質
的
な
面
積
の
変
化
は
な
い
が
、



二
三

小
石
川
養
生
所
の
絵
図
面
を
中
心
と
し
た
建
築
的
史
料
の
検
討
と
復
元
的
考
察

四
棟
形
式
を
採
用
し
た
場
合
の
面
積
の
変
化
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

天
保
五
年
の
面
積
変
化
は
①
か
ら
④
へ
の
変
更
と
し
て
表
さ
れ
て
い
る
。
九

尺
病
人
部
屋
の
十
八
坪
を
減
じ
た
分
を
北
病
人
部
屋
は
二
十
四
間
半
、
中
病
人

部
屋
お
よ
び
新
病
人
部
屋
は
二
十
三
間
の
桁
行
長
さ
に
伸
長
す
る
こ
と
で
補
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
病
人
部
屋
面
積
の
合
計
は
五
坪
ほ
ど
減
少
し
て
い
る
。

天
保
五
年
の
与
力
が
作
成
し
た
書
付
で
は
「
是
迄
五
棟
之
所
九
尺
部
屋
壱
棟
相

減
、
四
棟
に
致
し
右
九
尺
部
屋
丈
け
之
間
数
、
四
棟
え
割
合
候
て
建
足
」
と
あ

り
、
面
積
を
補
完
し
た
か
の
よ
う
な
記
述
で
あ
る
が
、
正
確
に
同
数
と
は
言
い

切
っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
天
保
七
年
の
計
画
⑤
で
は
北
病
人
部
屋
ま
で
も
桁
行

寸
法
が
二
十
三
間
と
な
っ
て
い
る
か
ら
面
積
は
明
ら
か
に
減
少
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

天
保
五
年
の
四
棟
形
式
に
お
い
て
北
病
人
部
屋
の
み
を
二
十
四
間
半
と
し
、

他
の
病
人
部
屋
を
二
十
三
間
と
し
た
理
由
と
し
て
、
北
病
人
部
屋
は
対
面
す
る

建
物
が
な
い
の
で
二
間
半
の
伸
長
に
問
題
は
な
い
が
、
他
の
病
人
部
屋
は
物
置

や
台
所
と
の
間
が
狭
隘
に
な
る
た
め
一
間
の
伸
長
に
留
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
病
人
部
屋
で
桁
行
長
さ
が
変
則
的
に
な
っ
て
い
る
理
由
は
、
敷
地
規
模

に
よ
る
制
約
を
受
け
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
天
保
八
年
の
計
画
で
は
、
③
の
五
棟
形
式
の
病
人
部
屋
面
積
の
合
計
と

⑥
の
四
棟
形
式
の
病
人
部
屋
面
積
の
合
計
は
一
致
す
る
。
ま
た
、
天
保
八
年
の

四
棟
形
式
⑥
の
総
面
積
は
、
同
年
に
五
棟
形
式
の
総
面
積
を
表
す
も
の
が
作
成

さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
天
保
七
年
の
五
棟
形
式
②
の
総
面
積
と
の
比
較
に
な
る

が
、
こ
れ
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
ま
さ
し
く
与
力
の
説
明

通
り
面
積
の
増
減
は
な
い
と
い
う
結
果
で
あ
る
。
な
お
、
総
面
積
は
表
4
で
示

す
よ
う
に
、
病
人
部
屋
の
他
に
前
側
縁
や
雪
隠
、
渡
り
廊
下
な
ど
の
付
属
施
設

を
含
め
た
床
面
積
で
あ
る
。

病
人
部
屋
の
合
計
面
積
を
変
え
ず
に
、
五
棟
形
式
か
ら
四
棟
形
式
へ
変
更
す

る
た
め
に
は
、
九
尺
病
人
部
屋
の
面
積
十
五
坪
を
女
病
人
部
屋
以
外
の
三
棟
に

割
り
振
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
は
梁
間
二
間
で
あ
る
か
ら
桁
行
は
そ
れ
ぞ

れ
二
間
半
の
延
長
と
な
る
。
表
3
の
③
と
⑥
は
、
そ
の
よ
う
な
関
係
に
な
っ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
五
棟
形
式
の
②
（
天
保
七
年
）
と
③
（
同
八
年
）
と
で

は
、
同
じ
建
物
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
九
尺
病
人
部
屋
、
中
病
人
部
屋
、
新

病
人
部
屋
の
桁
行
寸
法
が
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
天
保
八
年
の
③
が
二
間
ほ
ど

小
さ
い
数
値
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
薬
煎
所
の
桁
行
を
減
じ
た
た
め
で
あ

る
。
つ
ま
り
、表
3
に
お
い
て
天
保
七
年
の
②
は
薬
煎
所
を
加
え
た
桁
行
寸
法
、

天
保
八
年
の
③
は
薬
煎
所
を
含
ま
な
い
桁
行
寸
法
が
表
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
場
合
、
薬
煎
所
の
面
積
は
②
と
③
の
面
積
差
の
十
一
坪
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
実
際
は
図
８
か
ら
わ
か
る
と
お
り
十
六
坪
で
あ
る
。

③
と
⑥
の
病
人
部
屋
の
面
積
が
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
理
屈
の
う
え
で
は
天
保

八
年
の
⑥
も
薬
煎
所
を
含
ま
な
い
桁
行
寸
法
を
表
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
天

保
八
年
二
月
の
仕
様
帳
で
は
病
人
部
屋
の
本
家
と
薬
煎
所
は
以
下
の
よ
う
に

別
々
に
書
き
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
含
ま
な
い
表
現
で
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

「
御
修
復
仕
様
帳

一　

養
生
所
病
人
部
屋
本
家
高
さ
石
口
よ
り
桁
上
端
迄

壱
丈
五
寸
、
前
渡
り
廊
下
椽
側
軒
高
さ
石
口
迄
八
尺

五
寸
。
但
家
根
五
寸
高
配



二
四

一　

北
部
屋　

梁
間
弐
間
桁
行
弐
拾
弐
間
半
前
庇　
　
　
　
　

壱
棟

　
　
　
　
　
　

椽
側
巾
四
尺

　
　
　
　
　
　

薬
煎
所
弐
間
に
三
間

　
　
　
　
　
　

但
雪
隠
三
ヶ
所

　
　
　
　
　
　

奥
之
方
雪
隠
五
ヶ
所

　
　
　
　
　
　

渡
り
廊
下
長
四
間
巾
四
尺
五
寸

一　

中
部
屋　

梁
間
弐
間
桁
行
弐
拾
弐
間
半
前
庇
椽
側
巾
四
尺　
　
　

壱
棟

　
　
　
　
　
　

薬
煎
所
弐
間
に
三
間

　
　
　
　
　
　

雪
隠
五
ヶ
所

　
　
　
　
　
　

渡
り
廊
下
長
四
間
巾
四
尺
五
寸

　
　
　
　
　
　

但
火
之
見
壱
ヶ
所

　
　
　
　
　
　

井
戸
場
共

一　

新
部
屋　

梁
間
弐
間
桁
行
弐
拾
弐
間
半
前
庇
椽
側
巾
四
尺　
　
　

壱
棟

　
　
　
　
　
　

薬
煎
所
弐
間
に
三
間

　
　
　
　
　
　

雪
隠
五
ヶ
所

　
　
　
　
　
　

渡
り
廊
下
長
四
間
巾
四
尺
五
寸

一　

女
部
屋　

梁
間
弐
間
桁
行
拾
間　
　
　
　
　
　

壱
棟

　
　
　
　
　
　

前
庇
椽
側
巾
三
尺
通
り

　
　
　
　
　
　

雪
隠
四
ヶ
所

一　

湯
殿　
　

梁
間
九
尺
桁
行
弐
間　
　
　
　
　
　

壱
棟

　
　
　
　
　
　

渡
り
椽
長
四
間
巾
三
尺　

〆
五
棟

惣
坪
数　

弐
百
五
拾
四
坪

右
病
人
部
屋
湯
殿
共
惣
体
取
崩
し
足
木

致
し
建
直
し
修
復
仕
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
養
生
所
書
留
[6] 

』、
天
保
八
年
二
月
）

天
保
八
年
の
「
出
来
形
帳
」（『
養
生
所
書
留
[6]  

』、
天
保
八
年
十
月
）
に
記

載
さ
れ
た
面
積
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
4
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
病
室
部
分
の
面

積
と
薬
煎
所
の
面
積
は
別
々
に
計
算
さ
れ
て
い
る
。

工
事
前
後
で
総
面
積
の
変
更
は
な
く
、
⑥
に
示
し
た
二
月
の
「
御
修
復
仕
様

帳
」
の
総
面
積
も
十
月
の
「
出
来
形
帳
」
の
総
面
積
も
と
も
に
二
百
五
十
四
坪

で
あ
る
。
そ
し
て
、
与
力
の
五
棟
か
ら
四
棟
の
建
替
え
の
前
後
で
も
総
面
積
に

変
化
が
な
い
と
い
う
通
り
に
、
五
棟
形
式
②
の
総
面
積
「
五
棟
惣
坪
数　

弐

百
五
十
四
坪
余
」（「
御
大
修
覆
古
木
相
用
仕
様
書
」、『
三
巻
[2] 

』、
天
保
七
年

八
月
）
と
ほ
ぼ
同
等
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
③
と
⑥
で
病
人
部
屋
の
面
積

に
増
減
が
な
く
て
も
、
薬
煎
所
の
面
積
は
五
棟
形
式
の
仕
様
帳
で
は
計
算
上

十
一
坪
、
図
で
は
十
六
坪
で
あ
っ
た
も
の
が
、
四
棟
形
式
の
「
出
来
形
帳
」
の

記
載
で
は
十
八
坪
と
増
加
し
て
い
る
か
ら
、
総
面
積
も
変
化
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
そ
れ
で
も
、
総
面
積
を
同
等
と
す
る
た
め
に
は
、
井
戸
場
の
屋
根
な

ど
の
面
積
で
調
整
す
れ
ば
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
面
積
に
増
減
が
な
い

と
す
る
与
力
の
主
張
を
、
彼
ら
の
作
成
し
た
史
料
に
頼
る
限
り
否
定
す
る
の
は

困
難
で
あ
る
。



二
五

小
石
川
養
生
所
の
絵
図
面
を
中
心
と
し
た
建
築
的
史
料
の
検
討
と
復
元
的
考
察

し
か
し
、
天
保
五
年
か
ら
七
年
ま
で
病
人
部
屋
の
桁
行
寸
法
を
薬
煎
所
部
分

を
含
ん
だ
長
さ
で
記
し
て
い
た
も
の
が
、
天
保
八
年
は
薬
煎
所
を
含
ま
な
い
よ

う
に
突
然
変
化
し
た
こ
と
に
対
す
る
疑
惑
は
残
る
。
く
わ
え
て
、
四
棟
形
式
に

限
っ
た
変
化
を
観
察
す
る
と
、
病
室
部
分
と
薬
煎
所
を
加
え
た
桁
行
長
さ
が
、

天
保
五
年
の
二
十
四
間
半
か
ら
同
七
年
の
二
十
三
間
へ
と
短
く
な
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
天
保
八
年
で
は
も
と
の
二
十
四
間
半
に
復
し
た
こ
と
や
、
同
様
に

中
病
人
部
屋
と
新
病
人
部
屋
で
は
二
十
三
間
か
ら
二
十
四
間
半
と
長
く
し
た
こ

と
に
対
す
る
疑
問
も
湧
い
て
く
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
総
面
積
は
天
保

五
年
の
④
よ
り
少
な
く
、
天
保
七
年
の
⑤
の
数
値
と
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
先
ほ
ど
の
敷
地
の
制
約
を
考
え
る
と
、
二
十
四
間
半
と
い
う
長
さ
は
相

当
な
無
理
を
押
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
桁
行
長
さ
が
二
十
四
間
半

も
あ
る
と
、
図
9
の
「
模
様
替
絵
図
面
」
の
よ
う
な
配
置
に
は
な
ら
ず
、
病
人

部
屋
と
役
所
部
分
は
も
っ
と
接
近
す
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
天
保
八
年

の
⑥
の
病
人
部
屋
の
桁
行
長
さ
は
薬
煎
所
を
含
ん
だ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

結
論
と
し
て
は
、
薬
煎
所
の
面
積
を
含
ま
な
い
③
と
薬
煎
所
を
含
む
⑥
を
同

一
に
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
面
積
に
増
減
が
な
い
よ
う
に
見
せ
か
け
て
い
る
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
表
4
で
は
薬
煎
所
の
面
積
が
二
重
に
計
算
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
天
保
八
年
の
建
替
に
お
い
て
「
惣
坪
数
是
迄
之
通

に
て
」
面
積
の
増
減
が
な
い
と
い
う
の
は
意
図
的
な
虚
偽
で
あ
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
規
模
の
正
し
い
変
化
を
知
る
た
め
に
は
、
梁
間
の
異
な
る
薬
煎
所
を

病
人
部
屋
か
ら
分
離
し
て
表
現
す
る
必
要
が
あ
る
。
仕
様
書
や
図
面
の
記
述
に

基
づ
い
て
作
成
し
た
の
が
、
表
5
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
表
4
の
合
計
の
数
値
は
正
確
で
あ
る
が
、
実
は
他
の
仕
様
帳
で

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
め
っ
た
に
起
こ
ら
な
い
。
通
常
は
抜
け
て
い
る
項
目
が
多

い
た
め
計
算
が
で
き
な
い
か
、
検
算
し
た
結
果
の
面
積
の
合
計
が
、
表
記
さ
れ

た
惣
坪
数
の
数
値
と
一
致
し
な
い
か
で
あ
り
、
天
保
八
年
の
総
面
積
は
、
作
為

的
な
正
確
さ
を
持
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
表
3
の
総
面
積
欄
の
数

値
も
仕
様
書
の
数
値
を
そ
の
ま
ま
記
入
し
て
い
る
が
算
出
根
拠
を
示
す
も
の
は

な
い
。
算
出
根
拠
は
示
さ
な
い
の
で
、
付
属
施
設
の
計
上
次
第
で
ど
の
よ
う
に

で
も
総
面
積
は
操
作
可
能
な
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
天
保
八
年
の
伺
書
の
よ
う

に
「
惣
坪
数
是
迄
之
通
に
て
」
と
書
い
て
も
、
そ
れ
が
虚
偽
で
あ
る
こ
と
が
発

覚
す
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
虚
偽
ゆ
え
に
罷
り
通
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
意
図
的
で
は
あ
っ
て
も
悪
意
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
頑
迷
な
前
例
主
義

に
対
す
る
与
力
の
苦
心
の
詭
策
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

な
お
、
天
保
七
年
の
案
で
わ
か
る
よ
う
に
桁
行
長
さ
は
二
十
三
間
で
も
敷
地

に
収
ま
る
の
で
あ
る
が
、
あ
え
て
天
保
八
年
の
四
棟
形
式
で
二
十
二
間
半
と
し

た
理
由
と
し
て
、
先
述
の
よ
う
に
薬
煎
所
の
扱
い
方
で
あ
た
か
も
同
面
積
で
あ

る
か
の
よ
う
に
思
わ
せ
る
こ
と
の
ほ
か
に
、
こ
の
頃
の
病
人
の
収
容
定
員
は

百
十
七
人
と
少
な
く
な
っ
て
い
た
た
め
に
必
要
以
上
の
床
面
積
に
な
る
こ
と
を

避
け
た
こ
と
も
一
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

（
十
）
病
人
部
屋
の
天
保
以
降

『
旧
幕
府
引
継
書
』
に
お
け
る
、
修
復
工
事
に
関
す
る
最
後
の
記
録
は
嘉
永

元
年
の
文
書
で
あ
る
が
、
仕
様
帳
に
お
け
る
各
病
人
部
屋
の
規
模
は
天
保
八
年

の
も
の
と
変
わ
ら
な
い
。
こ
の
と
き
は
本
格
的
な
修
復
工
事
は
中
止
と
な
り
、



二
六

湯
遣
所
、
柵
矢
来
や
井
戸
の
小
規
模
な
改
修
に
と
ど
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
安
政

三
年
（
一
八
五
六
）
に
は
「
辰
八
月
二
十
五
日
夜
大
風
雨
之
節
、
速
に
養
生
所

え
出
勤
仕
候
処
、
病
人
部
屋
危
く
、
既
吹
潰
候
部
屋
も
有
之
候
に
付
、
病
人
共

救
ひ
出
、
気
付
煎
湯
等
相
用
、
悉
手
当
向
行
届
候
故
、
怪
我
は
勿
論
急
変
も
無

之
、
全
骨
折
候
」（「
小
川
笙
船
及
其
児
孫
由
緒
書
」、
安
政
六
年
八
月
『
七
十

冊
物
類
集
』）
と
大
風
に
よ
り
吹
き
潰
れ
た
部
屋
も
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
な
修
理
が
な
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
十
一
）
現
存
す
る
養
生
所
の
絵
図
面
の
意
味

以
上
、
現
存
す
る
図
面
の
制
作
時
期
や
作
者
、
制
作
の
背
景
を
確
認
し
な
が

ら
、
養
生
所
の
建
築
の
変
遷
を
た
ど
っ
て
き
た
。
図
面
に
関
し
て
今
回
得
ら
れ

た
知
見
を
加
え
た
情
報
を
表
1
に
ま
と
め
た
。
建
築
に
関
し
て
原
本
と
呼
べ
る

も
の
は
寛
政
期
の
「
新
見
文
書
」
の
絵
図
と
天
保
期
の
「
旧
幕
府
引
継
書
」
の

二
例
で
あ
る
。後
者
は
町
奉
行
所
の
控
え
用
に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
が
、

史
料
的
に
は
原
本
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

東
京
都
公
文
書
館
の
「
養
生
所
繪
圖　

完
」
は
明
治
三
十
七
年
の
写
し
で
あ

り
、
旧
幕
府
引
継
書
で
あ
る
か
ら
原
本
が
現
存
し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
図
は
写
本
で
あ
り
な
が
ら
詳
細
か
つ
精
度
の
高
い
図
面

で
あ
る
。
し
か
し
、
工
事
を
円
滑
に
お
こ
な
う
た
め
に
は
必
要
な
精
度
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
図
面
が
例
外
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
同
時
期
の

天
保
八
年
の
「
模
様
替
繪
圖
面
」
も
、同
様
の
詳
細
な
図
面
が
制
作
さ
れ
た
が
、

所
在
不
明
と
な
っ
て
お
り
略
図
的
な
控
え
の
み
が
現
存
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
ま
た
同
様
に
他
の
時
期
の
工
事
で
も
、
現
在
で
は
喪
失
し
て
し

ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
都
度
必
要
に
応
じ
た
精
度
の
異
な
る
図
面
が
作
成
さ
れ

て
き
た
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。 

二
．
小
石
川
養
生
所
の
建
築
の
復
元
的
考
察

こ
こ
ま
で
、
享
保
十
九
年
（
筆
者
推
定
）
の
絵
図
面
、
す
な
わ
ち
加
藤
直
種

図
を
起
点
に
時
代
を
下
っ
て
養
生
所
の
建
築
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
創
建
時
か

ら
享
保
十
四
年
の
増
築
ま
で
の
八
年
間
は
養
生
所
に
と
っ
て
変
化
の
大
き
い
時

期
で
あ
っ
た
が
、
絵
図
面
は
皆
無
に
等
し
い
状
態
で
あ
り
、
か
つ
文
書
に
よ
る

史
料
も
乏
し
い
の
で
、
こ
の
時
期
の
養
生
所
の
建
築
が
正
し
く
認
識
さ
れ
た
こ

と
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
こ
の
時
期
の
養
生
所
の
平

面
図
に
つ
い
て
復
元
的
考
察
を
お
こ
な
う
。

（
一
）
享
保
十
四
年
の
増
築
工
事

先
述
の
よ
う
に
加
藤
直
種
図
（
図
3
）
は
享
保
十
九
年
の
制
作
と
推
定
さ
れ

る
が
、
こ
の
図
に
示
さ
れ
て
い
る
養
生
所
の
建
物
配
置
は
主
に
享
保
十
四
年

（
一
七
二
九
）
の
工
事
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
工
事
に
先

立
つ
享
保
十
四
年
七
月
十
九
日
、
町
奉
行
よ
り
老
中
へ
、
逗
留
病
人
の
定
員
を

従
来
の
百
人
か
ら
四
十
人
増
の
百
四
十
人
に
し
た
い
と
い
う
伺
い
が
立
て
ら
れ

た
。
こ
の
伺
い
に
添
え
て
予
算
書
お
よ
び
見
積
書
、
仕
様
帳
、
絵
図
面
が
提
出

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
五
日
後
の
七
月
二
十
四
日
の
老
中
松
平
乗
邑
か
ら
の
回
答

は
病
人
数
を
さ
ら
に
増
や
し
て
五
十
人
増
に
変
更
せ
よ
と
い
う
も
の
で
、
七
月

二
十
九
日
に
再
度
、
そ
れ
に
従
っ
て
改
訂
し
た
予
算
書
を
提
出
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、「
右
書
付
酉
七
月
廿
九
日
松
平
左
近
将
監
殿
え
上
る
。
但
先
日
御
返



二
七

小
石
川
養
生
所
の
絵
図
面
を
中
心
と
し
た
建
築
的
史
料
の
検
討
と
復
元
的
考
察

し
被
成
候
注
文
帳
壱
冊
、
絵
図
壱
枚
、
此
度
御
入
用
積
帳
面
共
上
る
。」（「
小

石
川
養
生
所
増
病
人
御
入
用
積
申
上
候
書
付　

覚
」、『
享
保
撰
要
類
集
二
十
八

ノ
上
』）
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
注
文
帳
、
絵
図
、
入
用
積

帳
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。

四
十
人
増
の
申
請
に
対
し
て
五
十
人
増
の
指
示
が
返
さ
れ
た
理
由
は
、
町
奉

行
の
提
出
し
た
当
初
の
伺
書
の
書
き
方
に
あ
る
。「
置
候
病
人
、
不
絶
五
十
人

内
外
も
御
座
候
、
右
願
来
候
日
よ
り
六
、七
十
日
目
に
て
、
漸
養
生
所
え
入
申

候
間
、
重
き
病
人
等
は
、
其
内
相
果
候
者
も
御
座
候
。
依
之
迚
も
之
儀
に
此
上

病
人
四
十
人
相
増
、
平
生
百
四
拾
人
宛
療
治
被
仰
付
候
え
ば
、
常
々
申
込
候
病

人
、向
後
拾
人
斗
宛
に
相
成
、夫
を
順
々
入
替
申
候
故
、此
以
後
は
相
待
候
と
も
、

五
七
日
之
内
に
は
養
生
所
え
呼
入
候
様
に
罷
成
、
下
々
病
人
重
に
御
救
に
可
罷

成
候
。」（「
養
生
所
病
人
之
儀
申
上
候
書
付　

覚
」、『
享
保
撰
要
類
集
二
十
八

ノ
上
』、
享
保
十
四
年
七
月
十
九
日
）
す
な
わ
ち
、
収
容
人
数
を
四
十
人
増
と

す
れ
ば
、
待
機
し
て
い
る
病
人
は
五
十
人
か
ら
十
人
に
ま
で
減
少
で
き
る
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。

十
人
の
病
人
を
待
機
さ
せ
る
と
い
う
一
見
す
る
と
中
途
半
端
な
案
を
提
示

し
、
結
果
的
に
す
べ
て
解
消
さ
せ
る
指
示
を
老
中
か
ら
引
き
出
し
た
こ
と
に
な

る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
宇
野
脩
平
氏
は
、
町
奉
行
の
「
倹
約
令
に
よ
る
ひ
き
し

め
の
気
持
ち
」
あ
る
い
は
「
予
算
獲
得
の
技
術
か
ら
」
と
見
な
し
て
い
る
。
ま

た
同
時
に
「
大
岡
ら
当
事
者
は
勿
論
、
吉
宗
ら
の
こ
の
事
業
に
対
す
る
積
極
性

が
う
か
が
わ
れ
る
。」
と
五
十
人
増
と
し
た
将
軍
の
判
断
を
好
意
的
に
評
価
し

て
い
る
。

し
か
し
、
町
奉
行
の
対
応
か
ら
す
る
と
、
い
ず
れ
の
解
釈
も
的
を
射
て
い
る

と
は
言
え
な
い
。五
十
人
増
へ
の
変
更
の
指
示
に
対
し
て
、「
看
病
之
中
間
三
人
」

を
「
四
人
」
に
増
や
し
、「
諸
色
御
入
用
」
も
増
額
と
す
る
一
方
で
、建
築
は
「
此

長
屋
は
先
達
而
之
積
之
通
に
て
、廣
ケ
も
不
仕
、五
拾
人
差
置
候
積
に
御
座
候
。」

と
、
四
十
人
増
の
工
事
の
建
築
見
積
、
仕
様
帳
、
絵
図
面
を
変
更
せ
ず
に
、
指

示
か
ら
わ
ず
か
五
日
後
に
再
提
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

四
十
人
の
増
加
に
対
し
て
四
十
坪
の
面
積
増
加
を
計
画
し
て
い
た
の
で
あ
る

か
ら
、
五
十
人
増
に
対
し
て
は
五
十
坪
の
面
積
増
加
を
お
こ
な
う
の
が
正
当
な

方
法
で
あ
る
。
病
人
数
を
増
加
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
床
面
積
を
増
加
し
な
い

こ
と
は
、
当
初
の
百
四
十
人
収
容
の
計
画
に
余
裕
が
あ
っ
た
の
か
、
百
五
十
人

と
な
り
過
密
に
な
る
無
理
を
受
け
入
れ
た
か
の
ど
ち
ら
か
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
表
6
は
、
養
生
所
の
病
人
定
員
数
と
面
積
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
人

当
た
り
の
面
積
が
一
坪
に
近
づ
く
こ
と
は
、
蒲
団
を
敷
き
傍
ら
に
膳
や
荷
物
を

置
い
た
状
態
か
ら
動
線
な
ど
の
余
裕
が
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

町
奉
行
が
即
座
に
病
室
内
の
密
度
を
上
げ
る
こ
と
の
方
を
選
択
し
た
こ
と

は
、「
廣
ケ
も
不
仕
」
す
な
わ
ち
、広
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、 

当
初
よ
り
限
界
と
判
断
し
て
四
十
人
の
増
築
案
を
提
出
し
て
い
た
た
め
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
と
き
の
町
奉
行
は
大
岡
忠
相
と
諏
訪
頼
篤
で
あ
っ
た
が
、
大
岡

の
在
任
中
の
享
保
十
八
年
、
定
員
は
百
二
十
人
に
減
少
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と

き
も
将
軍
は
吉
宗
、
老
中
は
松
平
乗
邑
と
五
十
人
増
の
指
示
を
出
し
た
時
と
同

じ
で
あ
る
か
ら
、
老
中
が
誤
っ
た
判
断
を
し
た
と
い
う
認
識
が
彼
ら
に
は
あ
る

と
考
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
町
奉
行
は
現
場
の
近
く
に
い
る

た
め
に
容
量
的
限
界
の
把
握
が
可
能
で
、
い
た
ず
ら
に
病
人
数
や
建
築
面
積
を

増
加
す
る
こ
と
を
避
け
た
結
果
の
数
値
が
四
十
人
増
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ



二
八

る
。病

人
の
定
員
は
、
享
保
十
八
年
に
百
二
十
人
に
な
っ
た
後
、
正
確
な
時
期
は

不
明
で
あ
る
が
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
ま
で
に
は
、
さ
ら
に
三
人
の
減
少
が

あ
り
百
十
七
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
天
明
四
年
の
小
川
丹
次
由
緒
書
の
記

述
に
よ
る
も
の
で
、
百
十
七
人
に
変
更
し
た
正
確
な
時
期
が
わ
か
る
記
録
は

残
っ
て
い
な
い
。

（
二
）
享
保
八
年
の
養
生
所
（
百
人
詰
）
の
絵
図
（
図
10
、
筆
者
復
元
）

享
保
十
四
年
の
増
築
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
養
生
所
の
様
相
は
天
保
八
年
ま

で
維
持
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
百
人
の
収
容
定
員
と
な
っ
た
時
期
と
そ
の
建

築
に
つ
い
て
以
下
に
考
察
す
る
。

百
人
詰
に
最
初
に
言
及
し
た
と
さ
れ
る
の
は
、
養
生
所
肝
煎
・
小
川
笙
船
の

孫
・
丹
次
の
由
緒
書
で
あ
る
。「
段
々
人
数
も
多
願
出
候
間
、
増
御
普
請
奉
願

候
処
、
同
（
筆
者
注
：
享
保
八
）
年
九
月
増
御
普
請
被
仰
付
、
百
人
詰
被
仰
付
、

同
年
十
二
月
廿
八
日
大
岡
越
前
守
於
御
役
宅
、
下
谷
長
者
町
に
て
屋
敷
拝
領
被

仰
付
候
」（「
由
緒
書
」、『
安
永
撰
要
類
集
上
』、
天
明
四
年
七
月
）
小
川
笙
船

が
増
築
を
願
い
出
た
と
こ
ろ
、百
人
詰
と
す
る
よ
う
に
、享
保
八
年（
一
七
二
三
）

九
月
に
指
示
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
や
は
り
、
功
績
を
誇
張
す
る

由
緒
書
と
い
う
こ
と
を
割
り
引
い
て
読
む
必
要
が
あ
る
。

大
岡
忠
相
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
八
月
十
九
日
に
有
馬
兵
庫
頭
へ
宛
て
て
「
通

ひ
病
人
之
内
、
養
生
所
長
屋
出
来
候
は
ば
、
逗
留
い
た
し
療
治
請
申
度
旨
相
願

候
者
、
九
十
八
人
御
座
候
」
と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
八
月
の
時
点
で
す
で
に
、

増
築
の
構
想
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
い
で
十
一
月
に
な
る
と
大
岡
と
諏

訪
の
両
奉
行
は
有
馬
兵
庫
頭
へ
、
中
間
が
十
二
人
で
は
不
足
し
て
い
る
と
い
う

理
由
で
二
人
の
増
員
を
願
い
出
て
い
る
。
こ
れ
は「
御
前
え
被
差
上
候
に
不
及
」

と
即
座
に
認
め
ら
れ
、
十
一
月
九
日
に
奉
行
は
養
生
所
見
廻
与
力
を
呼
寄
せ
、

中
間
二
人
を
召
抱
え
る
よ
う
に
申
し
渡
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
中
間
の
人
数

に
関
し
て
は
後
ほ
ど
検
証
す
る
。

享
保
八
年
の
十
二
月
に
屋
敷
を
褒
美
と
し
て
笙
船
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
や

十
一
月
の
中
間
の
増
員
が
、
こ
の
増
築
の
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ

図 10　「享保八年の養生所（百人詰）」（筆者復元）



二
九

小
石
川
養
生
所
の
絵
図
面
を
中
心
と
し
た
建
築
的
史
料
の
検
討
と
復
元
的
考
察

の
時
期
に
は
百
人
詰
に
す
る
増
築
工
事
は
完
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
百
人
詰

の
養
生
所
の
平
面
図
を
示
す
絵
図
面
は
一
切
存
在
し
て
い
な
い
が
、
東
京
市
史

稿
収
録
の
「
養
生
所
繪
圖
」
す
な
わ
ち
加
藤
直
種
図
に
は
「
女
病
人
長
屋　

酉

年
拾
間
新
規
建
」
と
「
男
病
人
長
屋　

享
保
十
四
年
酉
拾
弐
間
継
足
シ
」
と
い

う
書
き
込
み
が
あ
る
の
で
、
加
藤
直
種
図
か
ら
こ
の
書
き
込
み
に
相
当
す
る
部

分
を
差
し
引
い
て
い
く
と
、
定
員
百
人
の
状
態
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
容
易
に

想
像
で
き
る
。
ま
ず
、
女
病
人
長
屋
は
、「
拾
間
新
規
建
」
で
あ
る
か
ら
、
一

棟
全
体
が
抹
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
問
題
は
男
病
人
長
屋
の
方
で
、「
拾
弐

間
継
足
シ
」
の
十
二
間
を
ど
う
考
え
る
か
が
分
岐
点
で
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
、

十
二
間
の
う
ち
の
十
間
分
、
す
な
わ
ち
病
人
部
屋
の
二
区
画
分
は
問
題
な
く
取

り
除
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。
残
り
の
二
間
は
ど
こ
を
削
れ
ば
よ
い
の
か
。
結
論

か
ら
い
う
と
、
こ
の
二
間
は
薬
煎
所
の
桁
行
長
さ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
享
保

十
四
年
に
薬
煎
所
は
二
ヶ
所
か
ら
三
ヶ
所
に
増
や
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

先
ほ
ど
の
、
病
人
四
十
人
増
伺
い
の
書
付
内
の
予
算
書
を
み
る
と
、「
賄
所

并
薬
煎
所
道
具　

新
規
に
相
調
候
小
買
物　

金
六
両
ト
銭
七
百
四
拾
六
文
」
と

あ
る
。
既
存
の
道
具
の
更
新
や
補
充
な
ら
ば
通
常
の
予
算
を
当
て
る
の
で
、
病

人
人
数
増
の
予
算
に
は
組
み
込
む
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
薬
煎
所
が
新
設
さ
れ

た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
文
言
か
ら
薬
煎
所
は
既
存
の
ま

ま
で
道
具
の
み
増
や
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
百
人
詰
の
計
画
で
三
ヶ
所
の

薬
煎
所
を
設
け
る
こ
と
は
合
理
的
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
一
ヶ
所
の
薬
煎
所

に
は
二
人
以
上
の
労
力
が
必
要
で
、
火
力
は
炭
で
あ
る
か
ら
、
薬
煎
所
に
よ
っ

て
病
人
の
負
担
数
が
著
し
く
異
な
る
こ
と
は
非
効
率
的
で
好
ま
し
い
こ
と
で
は

な
い
か
ら
で
あ
る
。
加
藤
直
種
図
で
は
薬
煎
所
は
三
ヶ
所
で
あ
り
、
そ
の
負
担

面
積
は
五
十
五
坪
（
北
、
九
尺
病
人
部
屋
）、
四
十
坪
（
中
病
人
部
屋
）、
六
十

坪
（
新
、
女
病
人
部
屋
）
で
あ
り
、
ほ
ぼ
均
等
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

加
藤
直
種
図
の
頃
の
収
容
定
員
は
百
十
七
人
か
、三
人
多
い
百
二
十
人
で
あ
る
。

こ
れ
と
同
じ
定
員
百
十
七
人
で
あ
っ
た
天
保
五
年
時
の
各
病
人
部
屋
へ
の
振
り

分
け
が
『
養
生
所
書
留
』
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、「
北
部
屋

病
人
は
九
尺
部
屋
共
に
惣
高
四
拾
弐
人
、
新
部
屋
も
女
部
屋
と
も
四
拾
三
人
、

内
女
部
屋
十
七
人
、
中
部
屋
三
拾
弐
人
之
定
高
有
之
候
」
と
あ
り
、
四
十
二
人

（
北
、
九
尺
）、
三
十
二
人
（
中
）、
四
十
三
人
（
新
、
女
）
で
あ
る
。
計
算
は

省
略
す
る
が
、
病
人
数
と
病
人
部
屋
の
床
面
積
は
相
関
関
係
に
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
。

百
人
詰
の
と
き
薬
煎
所
が
二
ヶ
所
で
あ
る
と
す
れ
ば
、そ
れ
は
中
央
の
二
棟
、

す
な
わ
ち
中
病
人
部
屋
と
九
尺
病
人
部
屋
に
配
置
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
一
ヶ

所
の
薬
煎
所
が
負
担
す
る
病
室
の
坪
数
は
、
六
十
坪
と
五
十
五
坪
で
あ
り
、
均

等
で
あ
る
。
も
し
、
男
病
人
長
屋
の
病
室
か
ら
二
間
減
ら
し
薬
煎
所
を
三
ヶ
所

と
し
た
場
合
、そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
面
積
は
十
六
坪
、四
〇
坪
、五
十
五
坪
と
な
っ

て
し
ま
い
、
効
率
の
悪
い
も
の
に
な
る
か
ら
実
際
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
、
病
人
部
屋
の
病
室
の
み
か
ら
十
二
間
を
減
ず
る
こ
と
は
建
築
的

に
有
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
加
藤
直
種
図
の
男
病
人
長
屋
か
ら
桁
行
十
二
間

分
を
削
除
す
る
と
、
桁
行
長
さ
が
五
間
と
三
間
の
区
画
が
残
る
。
も
と
も
と
三

間
の
区
画
で
あ
っ
た
も
の
に
二
間
を
足
し
て
五
間
の
一
区
画
と
す
る
こ
と
は
、

妻
面
の
外
壁
を
取
り
壊
し
付
随
す
る
屋
根
や
床
の
撤
去
補
修
工
事
が
必
要
に
な

る
の
で
、
お
よ
そ
意
味
の
な
い
増
築
方
法
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
「
拾
弐

間
継
足
シ
」
の
う
ち
の
二
間
は
薬
煎
所
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。



三
〇

以
上
の
よ
う
に
し
て
推
定
し
た
百
人
詰
の
養
生
所
の
様
子
を
図
10
に
示
す
。

な
お
、
明
ら
か
に
変
更
が
あ
っ
た
と
わ
か
る
箇
所
以
外
、
す
な
わ
ち
雪
隠
、
腰

掛
、
門
番
所
は
加
藤
直
種
図
を
踏
襲
し
た
。

（
三
）
享
保
七
年
「
施
薬
院
住
居
之
繪
圖
」（
図
11
、
筆
者
復
元
）

冒
頭
で
取
り
上
げ
た
大
礼
記
念
図
書
の
図
と
、
享
保
八
年
の
増
築
に
よ
っ
て

百
人
詰
と
な
っ
た
と
す
る
図
10
と
を
比
較
す
れ
ば
、
大
礼
記
念
図
書
の
図
が
開

設
時
の
状
態
を
示
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
改
め
て
理
解
で
き
よ
う
。
す
な
わ

ち
開
設
時
の
様
子
は
、
大
礼
記
念
図
書
の
図
と
は
全
く
別
の
も
の
で
、
図
10
と

連
続
性
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
天
保
七
年
七
月
の
「
施
薬
院
住
居
之
繪
圖
」
あ

る
い
は
創
建
時
の
養
生
所
の
建
築
を
以
下
に
考
察
す
る
。
図
10
に
示
す
四
棟
の

状
態
か
ら
さ
ら
に
病
人
部
屋
を
消
去
し
て
い
け
ば
、
施
薬
院
住
居
の
図
が
で
き

あ
が
る
こ
と
に
な
る
が
、
史
料
か
ら
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
は
わ
ず
か
に
次
の
通

り
で
あ
る
。

・「
金
弐
百
拾
両
三
分
銀
拾
弐
匁
余
、
是
は
施
薬
院
こ
け
ら
葺
に
仕
、
惣

御
普
請
御
入
用

[

朱
書]

病
人
四
拾
人
之
積
に
て
長
屋
相
建
候
処
、
段
々
相
増
候
」

（『
享
保
撰
要
類
集
二
十
八
ノ
上
』、
享
保
七
年
七
月
）

・「
薬
煎
所
、
賄
所
、
門
」（
同
上
）

・
敷
地
は
「
東
西　

三
十
一
間
一
尺
五
寸
、
南
北　

三
十
二
間
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
屋
敷
渡
預
繪
圖
證
文
』、
享
保
七
年
八
月
）

・「
女
病
人
長
屋
」（『
享
保
撰
要
類
集
二
十
八
ノ
上
』、
享
保
七
年
十
二
月
）

・「
逗
留
病
人　

五
拾
七
人
」（『
享
保
撰
要
類
集
二
十
八
ノ
上
』、
享
保
八

年
八
月
）

　
　ま

ず
、「
女
病
人
長
屋
」
と
あ
る
か
ら
男
病
人
長
屋
も
あ
っ
て
、
病
人
長
屋

は
二
棟
以
上
と
推
測
さ
れ
る
。
病
人
部
屋
の
総
面
積
を
以
下
の
よ
う
に
推
定
す

る
。
享
保
十
四
年
に
定
員
を
四
十
人
増
加
さ
せ
る
計
画
で
は
、
面
積
は
四
十
坪

の
増
加
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
一
人
の
増
員
に
対
し
て
一
坪
の
面
積
増
で
あ
る
。

こ
の
直
前
の
増
築
工
事
で
あ
る
今
回
も
同
様
に
考
え
れ
ば
、
六
十
人
の
増
加
で

図 11　享保 7年「施薬院住居之繪圖」（筆者推定）



三
一

小
石
川
養
生
所
の
絵
図
面
を
中
心
と
し
た
建
築
的
史
料
の
検
討
と
復
元
的
考
察

あ
る
か
ら
六
十
坪
の
面
積
増
と
な
り
、
図
10
の
床
面
積
が
百
十
五
坪
な
の
で
、

四
十
人
詰
の
面
積
は
五
十
五
坪
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
四
十
人
の
定
員
に

対
し
て
五
十
五
坪
は
、
一
人
に
対
し
て
一
坪
の
原
則
か
ら
す
る
と
広
い
こ
と
に

な
る
が
、
享
保
八
年
八
月
に
「
逗
留
病
人　

五
拾
七
人
」
と
五
十
七
人
が
収
容

さ
れ
た
実
績
が
あ
る
の
で
、
こ
の
面
積
は
む
し
ろ
妥
当
な
数
値
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

病
人
部
屋
の
棟
は
、
九
尺
病
人
部
屋
が
九
尺
×
五
間
の
区
画
の
縦
列
、
そ
れ

以
外
は
二
間
×
五
間
の
区
画
の
縦
列
か
ら
な
る
。
合
計
面
積
が
五
十
五
坪
で
あ

れ
ば
、必
然
的
に
九
尺
×
五
間
（
七
・
五
坪
）
が
二
区
画
、二
間
×
五
間
（
十
坪
）

は
四
区
画
と
い
う
組
合
せ
に
な
る
。
二
間
×
五
間
が
四
区
画
と
い
う
こ
と
は
、

図
10
の
九
尺
病
人
部
屋
を
の
ぞ
く
三
棟
す
べ
て
に
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
位
置

を
確
定
す
る
た
め
に
は
新
た
な
観
点
か
ら
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

天
保
の
修
復
の
伺
書
で
は
「
是
迄
部
屋
ゝ
之
間
明
地
三
間
程
づ
つ
隔
有
之
」

（『
養
生
所
一
件
3
巻
[2] 

』、
天
保
五
年
七
月
）
と
各
病
人
部
屋
の
間
隔
は
大
ま

か
な
数
値
で
記
さ
れ
て
い
た
が
、
複
数
の
史
料
に
よ
っ
て
細
か
い
数
値
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
寛
政
元
年
六
月
の
仕
様
書
、
天
保
七
年
八
月
の
仕
様
書
お
よ

び
同
時
期
と
推
定
さ
れ
る
「
養
生
所
繪
圖　

完
」（
図
7
）
の
三
点
に
は
、
渡

り
廊
下
の
長
さ
寸
法
が
精
確
に
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、数
値
の
末
尾
に
「
余
」

書
か
れ
た
も
の
も
あ
る
の
で
実
測
の
結
果
を
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を

表
7
に
示
す
。

三
点
す
べ
て
の
史
料
に
お
い
て
、
北
病
人
部
屋
と
九
尺
病
人
部
屋
の
渡
り
廊

下
の
長
さ
（
Ａ
）
は
、
二
間
二
寸
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
天
保
七
年
の
図
で
は

九
尺
病
人
部
屋
に
繋
が
る
渡
り
廊
下
の
左
右
は
奥
行
半
間
（
＝
三
尺
）
の
ス

ペ
ー
ス
で
占
め
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
加
藤
直
種
図
で
は
片
側
が
空
い
て
い

る
の
で
こ
れ
以
前
の
渡
り
廊
下
の
長
さ
は
二
間
五
尺
で
計
画
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
新
病
人
部
屋
と
女
病
人
部
屋
の
間
隔
（
Ｄ
）
は
天
保
七
年
の
仕

様
書
の
「
二
間
五
尺
余
」
は
突
出
し
た
数
値
と
な
っ
て
お
り
、
誤
記
の
可
能
性

が
高
く
、
他
の
二
尺
二
寸
前
後
が
正
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

表
7
か
ら
、
病
人
部
屋
の
間
隔
の
寸
法
は
一
律
で
は
な
く
、
し
か
も
九
尺
病

人
部
屋
と
中
病
人
部
屋
の
間
隔
（
Ｂ
）
を
最
大
と
し
両
脇
に
行
く
に
つ
れ
て
漸

減
し
て
い
る
事
に
気
付
く
。
同
一
工
期
に
お
い
て
病
人
部
屋
の
間
隔
を
違
え
る

理
由
が
な
い
か
ら
、
工
事
時
期
と
病
人
部
屋
の
間
隔
が
一
対
一
に
対
応
す
る
と

考
え
る
と
、
享
保
七
年
「
二
間
五
尺
余
あ
る
い
は
三
間
」、
享
保
八
年
「
二
間

五
尺
」、
享
保
十
四
年
「
二
間
二
尺
あ
る
い
は
二
間
壱
尺
五
寸
」
と
な
る
。
こ

の
結
果
よ
り
享
保
七
年
の
開
設
時
に
は
九
尺
病
人
部
屋
と
中
病
人
部
屋
の
二
つ

の
棟
で
あ
っ
た
と
い
う
結
論
が
得
ら
れ
る
。
同
時
に
、
二
間
×
五
間
の
四
区
画

の
病
室
は
一
棟
に
集
約
さ
れ
る
。

創
建
時
の
二
棟
の
う
ち
、
女
性
患
者
の
方
が
人
数
も
少
な
く
、
女
病
人
部
屋

は
後
々
ま
で
二
区
画
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
九
尺
病
人
部
屋
を
女
病
人
長
屋
と
見

な
す
こ
と
に
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
後
の
増
築
に
お
い
て
女
病

人
部
屋
を
男
病
人
部
屋
の
間
に
挟
み
こ
む
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
女
病

人
部
屋
は
享
保
八
年
以
降
が
新
病
人
部
屋
の
先
行
建
築
部
分
、
享
保
十
四
年
に

最
終
的
な
位
置
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
開
設
時
の
薬
煎
所
の
数
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
享
保
八
年
に
百
人
詰

に
増
員
さ
れ
た
時
の
薬
煎
所
の
数
が
二
ヶ
所
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
の
べ
た
通

り
で
あ
る
。
一
方
、
南
和
男
氏
は
「
養
生
所
の
収
容
者
数
は
四
〇
人
で
あ
り
、



三
二

そ
の
建
物
は
柿
葺
の
長
屋
で
薬
煎
所
が
二
カ
所
と
あ
る
だ
け
で
間
取
そ
の
他
に

つ
い
て
の
詳
か
な
記
録
は
み
え
な
い
。」
と
開
設
時
の
薬
煎
所
の
数
を
二
ヶ
所

と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
四
十
人
詰
と
百
人
詰
で
は
病
人
数
に
二
倍

以
上
の
差
が
あ
り
な
が
ら
も
薬
煎
所
の
数
が
同
じ
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
く
、

四
十
人
と
い
う
人
数
か
ら
言
え
ば
一
カ
所
が
妥
当
な
数
字
で
あ
る
。
先
ほ
ど
と

同
様
に
、
薬
煎
所
が
負
担
す
る
面
積
で
考
察
す
る
と
、
一
ヶ
所
な
ら
ば
五
十
五

坪
、
二
ヶ
所
な
ら
ば
十
五
坪
と
四
十
坪
と
な
る
か
ら
、
一
ヶ
所
と
見
な
し
た
方

が
合
理
的
で
あ
る
。

南
和
男
氏
は
二
ヶ
所
と
す
る
根
拠
を
示
し
て
い
な
い
が
、
享
保
八
年
十
一
月

七
日
に
町
奉
行
が
中
間
人
数
の
増
員
を
有
馬
兵
庫
頭
へ
願
い
出
た
と
き
の
書
上

の
「
薬
煎
所　

弐
ヶ
所　

五
人
」
が
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
該
当
部

分
と
そ
の
前
後
を
次
に
示
す
。

「
卯
十
一
月
七
日
有
馬
兵
庫
頭
殿
え
上
げ
候
所

御
前
え
被
差
上
候
に
不
及
、
書
面
之
通
中
間
可
召
抱
旨

兵
庫
頭
殿
申
聞
候
事

同
九
日
朝
満
田
作
左
衛
門
大
岡
越
前
守
え
呼
寄

中
間
二
人
召
抱
候
様
に
申
渡
す

　
　

覚

養
生
所　

中
間　
　
　
　

拾
弐
人

　
　
　
　

外　

看
病
女　

弐
人

合
拾
四
人

　
　

内

　

薬
煎
所　
　

弐
ヶ
所　

五
人

　

食
焚　
　
　
　
　
　
　

壱
人

　

門
番　
　
　
　
　
　
　

壱
人

　

買
物
買　
　
　
　
　
　

壱
人

　

薬　

取　
　
　
　
　
　

三
人

　

働　
　
　
　
　
　
　
　

壱
人

　

看
病
女　
　
　
　
　
　

弐
人

右
之
通
に
て
中
間
不
足
に
御
座
候
間
、
此
上
弐
人

召
抱
、
都
合
男
女
拾
六
人
に
仕
度
候
。
依
之
申
上
候
。
以
上
。

十
一
月　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
岡
越
前
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諏
訪
美
濃
守

右
書
付
卯
十
一
月
大
岡
越
前
守
よ
り
写
来
る　
　
　
　

」

（『
享
保
撰
要
類
集
二
十
八
ノ
上
』）

こ
の
書
付
で
は
、
中
間
（
＝
下
男
）
の
配
置
と
人
数
を
示
し
て
末
尾
に
二
人

分
の
不
足
を
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
享
保
八
年
十
一
月
の
時
点
で
あ
る
か

ら
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
百
人
詰
へ
の
増
築
が
完
成
す
る
頃
で
あ
り
、
そ
れ

に
対
応
す
る
計
画
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。ま
た
、「
薬
煎
所　

弐
ヶ
所　

五
人
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
を
四
十
人
詰
か
ら
の
変
更
点
と
見
る
べ
き

で
あ
る
が
、
南
氏
の
立
場
で
は
そ
う
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
の
文
書
の
理
解
を
困
難
に
し
て
い
る
の
は
、
前
年
の
享
保
七
年
七
月
（
開

設
前
）
に
出
さ
れ
た
中
間
の
配
置
案
の
八
人
か
ら
、
四
人
の
増
加
が
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
二
人
の
不
足
を
訴
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
四
人
の
増
員

は
開
設
か
ら
こ
の
時
点
ま
で
の
間
、
す
な
わ
ち
収
容
人
数
が
四
十
人
の
状
態
で



三
三

小
石
川
養
生
所
の
絵
図
面
を
中
心
と
し
た
建
築
的
史
料
の
検
討
と
復
元
的
考
察

お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
百
人
収
容
へ
の
変
更
に
合
わ
せ
て
二
人
の
増
員
を
申
請

し
た
と
考
え
る
の
が
、
通
常
の
解
釈
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
四
人
の
増

員
は
百
人
詰
に
す
る
計
画
に
則
し
た
も
の
で
あ
り
、
二
人
の
増
加
は
修
正
し
た

再
度
の
伺
い
で
あ
る
と
い
う
の
が
筆
者
の
立
場
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
理
解
す

る
に
は
、二
人
の
不
足
が
意
味
す
る
内
容
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
、享
保
七
年
七
月
の
奉
行
所
に
よ
る
開
設
前
の
計
画
を
次
に
示
す
。

「
下
男　
　
　

八
人

此
下
男
御
抱
に
仕
、
賄
所
働
、
門
番
人
、
其
外
病
人

看
病
、
火
事
之
節
足
弱
之
病
人
に
附
添
罷
出

候
様
に
仕
可
然
奉
存
候
。

女　
　
　
　

三
人

是
は
女
病
人
看
病
、
又
は
洗
濯
物
等
之
た
め

召
抱
可
申
候
。
但
當
分
は
両
人
抱
、
病
人
数
も
多

罷
成
候
は
ば
三
人
に
も
可
仕
候
。

上
附
札

食
焚　
　
　
　
　
　
　

當
分
は
壱
人

汁
焚
・
野
菜
拵
共
に　
　
　
　

壱
人

水
汲　
　
　
　
　
　
　

當
分
は
壱
人

小
遣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
人

病
人
扱
・
薬
煎　
　
　

當
分
は
弐
人

門
番　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
人

下
男
門
番
共
に
都
合
八
人　
　
　

」
（『
享
保
撰
要
類
集
二
十
八
ノ
上
』）

享
保
八
年
と
七
年
の
資
料
を
比
較
す
る
と
、
中
間
の
総
数
は
後
者
で
は
「
下

男
八
人
」
で
あ
る
が
、
前
者
は
「
中
間
拾
弐
人
」
と
大
幅
に
増
員
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
賄
方
に
限
定
し
て
比
較
す

る
と
、享
保
七
年
で
は「
食
焚　

一
人
、汁
焚
・
野
菜
拵
共　

一
人
、水
汲　

一
人
、

小
遣　

二
人
」
の
合
計
五
人
で
あ
る
の
に
対
し
、翌
八
年
で
は
「
食
焚　

一
人
、

買
物
買　

一
人
、
働　

一
人
」
と
三
人
に
減
少
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
下
男
の

総
数
が
増
加
し
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
賄
方
と
い
う
必
要
不
可
欠
な
部

署
に
お
い
て
減
少
し
て
い
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
減
少
数
が

ち
ょ
う
ど
二
人
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
賄
方
中
間
は
本
来
、
五
人
が
必
要
で

あ
る
が
、
他
の
部
署
に
人
数
を
割
か
れ
る
た
め
二
人
の
不
足
が
生
じ
る
と
い
う

の
が
、
奉
行
所
の
真
意
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
享
保
八
年
の
書
付
は

百
人
詰
の
計
画
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
四
十
人
詰
の
実
態
を
示
し
た
も
の

で
は
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
享
保
八
年
の
書
付
が
計
画
の
変
更

と
考
え
ら
れ
る
根
拠
は
他
に
も
あ
る
。
こ
の
二
人
増
加
に
つ
い
て
「
御
前
え
被

差
上
候
に
不
及
」
と
将
軍
の
意
向
を
仰
が
ず
に
有
馬
兵
庫
頭
が
判
断
を
下
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
計
画
の
大
綱
が
既
に
将
軍
へ
上
申
の
う
え
承
諾
さ
れ
た
後
の

修
正
で
あ
る
こ
と
を
印
象
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
筆
者
の
解
釈
で
は

途
中
の
交
渉
過
程
の
記
録
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
享
保
八
年

十
一
月
七
日
の
書
上
の
直
前
に
朱
書
き
で
「
享
保
八
年
十
一
月
よ
り
同
十
三
年

申
六
月
十
日
ま
で
の
内
、
洩
候
分
此
度
書
足
之
」（『
享
保
撰
要
類
集
二
十
八
ノ

上
』、
享
保
十
九
年
寅
八
月
）
と
収
録
漏
れ
を
明
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

そ
の
可
能
性
は
高
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
薬
取
」
と
い
う
部
署
の
存
在
も
計

画
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
役
割
や
実
施
の
有
無
は
ま
っ
た
く
不
明
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で
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
の
史
料
で
は
見
ら
れ
な
い
部
署
で
あ
り
計
画
の
み
に
終

わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
養
生
所
書
留
』（
天
保
三
年
十
月
）
に
よ
る
と
薬
煎
に
は
薬
を
煎
じ
る
者
と

そ
れ
を
配
る
者
の
最
低
二
人
は
必
要
で
あ
る
。
享
保
八
年
の
計
画
で
は
「
弐
ヶ

所　

五
人
」で
あ
る
か
ら
不
足
は
な
い
。く
わ
え
て
、享
保
七
年
の
計
画
で
は「
病

人
扱
・
薬
煎　

當
分
は
弐
人
」
と
あ
る
か
ら
、
薬
煎
所
は
一
ケ
所
し
か
考
え
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
「
當
分
は
」
が
増
員
の
計
画
を
予
想
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
が
、奉
行
所
に
よ
る
規
模
拡
大
の
様
相
を
見
て
わ
か
る
と
お
り
、

病
人
収
容
数
や
こ
れ
に
伴
う
増
築
に
計
画
性
は
な
く
、
創
建
時
に
将
来
の
増
員

を
見
込
ん
で
薬
煎
所
を
余
分
に
設
け
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
。

二
棟
の
う
ち
、
薬
煎
所
が
設
け
ら
れ
た
の
は
中
病
人
部
屋
の
方
と
考
え
ら
れ

る
が
、
そ
の
理
由
は
、
病
人
数
の
多
い
棟
に
置
い
た
方
が
効
率
的
で
あ
り
、
役

所
の
主
要
な
機
能
と
も
密
接
な
関
係
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
復
元
し
た
「
施
薬
院
住
居
之
繪
圖
」
を
図
11
に
示
す
。
物

置
、蔵
、腰
掛
、便
所
な
ど
付
属
施
設
に
つ
い
て
は
検
証
す
る
す
べ
が
な
く
「
加

藤
直
種
図
」
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。

三
．
幕
末
か
ら
明
治
の
養
生
所

幕
末
に
お
け
る
養
生
所
は
、小
宮
山
綏
介
の
「
養
生
所
の
始
末
」
に
よ
る
と
、

慶
應
元
年
（
一
八
六
五
）
九
月
に
奉
行
所
か
ら
醫
学
館
へ
移
管
さ
れ
、
さ
ら
に

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
六
月
に
鎮
台
府
の
管
理
下
に
置
か
れ
貧
病
院
と
称
し

た
と
あ
る
。
明
治
維
新
後
、
小
石
川
御
薬
園
は
文
部
省
や
博
物
局
の
管
轄
を
経

て
、
明
治
八
年
に
改
め
て
文
部
省
の
所
管
と
な
り
博
物
館
附
属
と
し
て
「
小
石

川
植
物
園
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

養
生
所
の
建
築
は
植
物
園
と
な
っ
た
後
も
し
ば
ら
く
存
続
し
て
い
た
。
明
治

九
年
四
月
に
植
物
園
の
画
工
（
事
務
掛
と
も
）
の
加
藤
竹
齋
に
よ
っ
て
描
か
れ

た
『
植
物
園
一
覧
圖　

竹
齋
寫
』（
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
附
属
植

物
園
蔵
）
に
、
養
生
所
の
姿
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
作
者
の
加
藤
竹
齋
は
、

図 12　�明治 9年の旧養生所（『植物園一覧圖　竹齋寫（部分）』、�
東京大学大学院理学系研究科附属植物園蔵）
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小
石
川
養
生
所
の
絵
図
面
を
中
心
と
し
た
建
築
的
史
料
の
検
討
と
復
元
的
考
察

平
時
は
植
物
図
を
制
作
す
る
画
家
で
あ
っ
た
。
図
は
植
物
園
の
全
景
を
描
い
た

も
の
で
あ
る
が
、
養
生
所
の
部
分
を
ト
リ
ミ
ン
グ
し
て
図
12
に
示
す
。

こ
の
「
植
物
園
一
覧
圖
」
は
、
養
生
所
を
表
現
す
る
平
面
図
以
外
の
唯
一
の

図
面
で
あ
る
。
図
中
の
養
生
所
の
役
所
部
分
は
加
藤
直
種
図
に
改
変
が
加
え
ら

れ
た
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、『
旧
幕
府
引

継
書
』
の
記
録
内
容
に
即
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
図
に
拠
ら
な
け
れ
ば
知
り

え
な
い
事
と
し
て
、
台
所
の
煙
出
し
や
門
番
所
、
御
供
部
屋
の
形
態
が
あ
げ
ら

れ
る
。
ま
た
、
井
戸
場
の
屋
形
は
開
設
時
に
近
い
規
模
に
縮
小
し
て
い
る
こ
と

も
わ
か
る
。
特
に
、
病
人
部
屋
に
は
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
、
嘉
永
期
に
は
四

棟
で
あ
っ
た
病
人
部
屋
が
二
棟
し
か
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
各
棟
は
中
央

で
分
断
さ
れ
て
い
る
。
病
人
部
屋
の
間
の
空
き
地
に
は
鉢
植
え
の
樹
木
が
台
の

上
に
並
べ
ら
れ
、
併
せ
て
数
名
の
人
物
も
描
か
れ
て
い
る
か
ら
、
植
物
園
の
施

設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
植
物
園
一
覧
圖
」
と
同
時
期
の
植
物
園
内
の
施
設
状
況
は
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
。「
本
園
に
從
來
一
二
の
建
物
あ
り
。
其
の
一
部
は
植
物
取
調
所

に
充
て
、
他
の
一
部
は
集
會
所
と
し
て
用
ひ
来
り
し
も
、
後
者
は
甚
だ
狭
隘
な

る
の
み
な
ら
ず
、
腐
朽
し
て
用
に
堪
へ
ざ
る
に
至
れ
る
を
以
て
、
明
治
十
四
年

五
月
加
藤
本
學
綜
理
は
之
を
取
毀
ち
、
其
の
跡
に
集
會
所
新
營
の
儀
を
文
部
省

に
伺
ひ
出
で
許
可
を
得
、
直
ち
に
工
事
に
着
手
し
、
明
治
十
五
年
二
月
に
至
り

て
竣
工
せ
り
。（
中
略
）
現
存
の
集
會
所
是
れ
な
り
。」（『
東
京
帝
國
大
學
五
十

年
史
下
冊
』、
東
京
帝
國
大
學
、
昭
和
七
年
）
集
会
所
は
植
物
園
の
南
西
の
池

畔
に
あ
り
、
位
置
か
ら
い
っ
て
養
生
所
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
一
方
の
植
物
取

調
所
は
、
明
治
十
四
年
の
十
月
に
植
物
園
の
東
北
に
事
務
所
と
併
設
さ
れ
る
建

築
が
新
築
落
成
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
建
物
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ

り
、
養
生
所
を
転
用
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
明
治
十
九
年
の
行
幸
の
際

に
天
覧
に
供
し
た
と
さ
れ
る
「
植
物
園
内
略
圖
」
で
は
、養
生
所
の
跡
地
は
「
盆

栽
陳
列
場
」
と
な
っ
て
お
り
、
五
棟
の
建
築
物
の
輪
郭
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

規
模
や
配
置
は
養
生
所
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
養
生

所
の
建
築
は
明
治
十
年
代
に
終
焉
し
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。（
完
）

謝
辞こ

の
文
章
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
東
京
大
学
工
学
系
研
究
科
建
築
学
専
攻

藤
井
恵
介
教
授
に
は
有
用
な
る
助
言
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
東
京
大

学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
附
属
植
物
園
邑
田
仁
教
授
に
は
画
像
を
提
供
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
他
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
の
意
を
表
す
る

も
の
で
す
。

（
ふ
く
は
ま　

よ
し
ひ
ろ　

岡
山
県
立
大
学
デ
ザ
イ
ン
学
部
）
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表 1　現存が確認される養生所の絵図面
図番号 名　称 原本制作時期 原本制作者 備考 図書名 所蔵（請求記号）

図 1 屋敷渡預繪圖證文 享保 7年 地割方 旧幕府引継書	
屋敷渡預絵図証文

国立国会図書館
（807-1）

図 2 小石川養生所之圖 近代か 不明 大礼記念図書
東京誌料

東京都立中央図書館
（東京誌料 673-12）

図 3 養生所繪圖 享保 19 年か 町奉行所 近代の写し 東京市史稿救済第一巻 原本および写本所在不明

図 4 養生所繪圖か 享保 20年 加藤又左衛門 青木文藏御用薩摩芋作場見分繪
圖書付并養生所繪圖其外書付

国立国会図書館
（特1-2159）

図 5 養生所惣繪圖 寛政年間 小十人か 新見文書 東京都公文書館
（記号なし）

図 6 小石川養生所之圖 寛政年間 小十人か 新見文書 東京都公文書館
（記号なし）

図 7 養生所繪圖　完 天保 7年か 町奉行所 近代の写し 江戸明治期史料 東京都公文書館
（ZB-142）

図 8 有形繪圖面 天保 8年 町奉行所 旧幕府引継書
養生所書留

国立国会図書館
（808-47）

図 9 模様替繪圖面 天保 8年 町奉行所 旧幕府引継書
養生所書留

国立国会図書館
（808-47）

表 2　享保 19 年から天保 8年までの病人部屋（五棟形式）の規模と付属施設

名称 種別 年代
図面番号

病人部屋の規模（梁間×桁行）および雪隠の数量（箇所）
北病人部屋 九尺病人部屋 中病人部屋 新病人部屋 女病人部屋 仮女部屋
母屋規模 雪隠 母屋規模 雪隠 母屋規模 雪隠 母屋規模 雪隠 母屋規模 雪隠

養生所繪圖
（加藤直種図） 絵  図 図 3 （2間×20間）※1 6 （9尺×10間）※1 6 （2間×20間）※1 5 （2間×20間）※1 3 （2間×10間）※1 4

養生所病人部屋
惣体御修復仕様帳 仕様帳

寛政元年
6月 2間× 20 間 7 9 尺× 10 間 5 2 間× 20 間 5 2 間× 20 間 4 2 間× 10 間 4

養生所惣繪圖
（新見文書  大） 絵  図 図 4 不詳 4 （ － ） 6 （ － ） 4 （ － ） 4 （ － ） 3

小石川養生所之圖
（新見文庫  小） 絵  図 図 5 不詳 4 （ － ） 6 （ － ） 4 （ － ） 4 （ － ） 3

養生所
御修復仕様帳

仕様帳
（計画）

天保5年
5月 2間× 20 間 8 9尺× 2間※ 2 4 2間× 22 間※ 3 5 2 間× 22 間※ 3 4 2 間× 10 間 4 2間× 10 間

御大修覆
御建直シ仕様書

仕様帳
（計画）

天保7年
8月 2間× 20 間 7 9尺× 12 間※ 3 5 2 間× 22 間※ 3 5 2 間× 22 間※ 3 4 2 間× 10 間 4 2 間× 6間

養生所繪圖  完 絵  図 図 7 2間×（20間）※1 7 9尺×（10間）※1 5 （2間×20間）※1 5 2間×（20間）※1 4 2間×（10間）※1 4 2 間× 6間

有形繪圖面 絵  図 図 8 2間× 20 間 6 9 尺× 10 間 5 2 間× 20 間 4 2 間× 20 間 4 2 間× 10 間 4

※ 1  （  ）図面に表記はなく図面から読み取った間数。
※ 2  2 間は 12 間の誤りか。
※ 3  原文表記の通りで、薬煎所が含まれると考えられる。
（ － ） 規模の記載はない。

表 3　天保 5年から 8年の仕様帳に記載された病人部屋の工事規模	 （単位：間，坪）

天保の修復時
面積比較

有形御修復・五棟形式 新規模様替・四棟形式
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
天保 5

仕様帳の表記
天保 7

仕様帳の表記
天保 8
図の表記

天保 5
仕様帳の表記

天保 7
仕様帳の表記

天保 8
仕様帳と図の表記

桁行 梁間 面積 桁行 梁間 面積 桁行 梁間 面積 桁行 梁間 面積 桁行 梁間 面積 桁行 梁間 面積
北病人部屋 20.0 2.0 40.0 20.0 2.0 40.0 20.0 2.0 40.0 24.5 2.0 49.0 23.0 2.0 46.0 22.5 2.0 45.0
九尺病人部屋 12.0 1.5 18.0 12.0 1.5 18.0 10.0 1.5 15.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
中病人部屋 22.0 2.0 44.0 22.0 2.0 44.0 20.0 2.0 40.0 23.0 2.0 46.0 23.0 2.0 46.0 22.5 2.0 45.0
新病人部屋 22.0 2.0 44.0 22.0 2.0 44.0 20.0 2.0 40.0 23.0 2.0 46.0 23.0 2.0 46.0 22.5 2.0 45.0
女病人部屋 10.0 2.0 20.0 10.0 2.0 20.0 10.0 2.0 20.0 10.0 2.0 20.0 10.0 2.0 20.0 10.0 2.0 20.0
病人部屋合計 166.0 166.0 155.0 161.0 158.0 155.0
総面積 251 坪 254 坪余 不明 259 坪 750 253 坪 874 254 坪
注：病人部屋合計は筆者によるもので、史料には記されていない。
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小
石
川
養
生
所
の
絵
図
面
を
中
心
と
し
た
建
築
的
史
料
の
検
討
と
復
元
的
考
察

表 4　天保 8年の『出来形帳』に記載された面積
棟名 規模および付属施設 梁間×桁行 面積（坪）

北部屋

梁間弐間桁行弐拾弐間半 2間× 22.5 間 45.00
前庇椽側巾四尺 4尺× 22.5 間 15.00
口之方雪隠三ヶ所 3尺× 6尺× 3 1.50
奥之方雪隠五ヶ所 3尺× 3尺× 5 1.25
薬煎所弐間に三間 2間× 3間 6.00
渡り廊下長四間巾四尺五寸 4.5 尺× 4間 3.00

中部屋

梁間弐間桁行弐拾弐間半 2間× 22.5 間 45.00
前庇椽側巾四尺 4尺× 22.5 間 15.00
雪隠五ヶ所 3尺× 6尺× 5 2.50
薬煎所弐間に三間 2間× 3間 6.00
渡り廊下長四間巾四尺五寸 4.5 尺× 4間 3.00
井戸場渡屋根八坪弐合五勺 8.25

新部屋

梁間弐間桁行弐拾弐間半 2間× 22.5 間 45.00
前庇椽側巾四尺 4尺× 22.5 間 15.00
雪隠五ヶ所 3尺× 6尺× 5 2.50
薬煎所弐間に三間 2間× 3間 6.00
渡り廊下長四間巾四尺五寸 4.5 尺× 4間 3.00

女部屋
梁間弐間桁行拾間 2間× 10 間 20.00
前庇椽側巾三尺 3尺× 5間 5.00
雪隠四ヶ所 3尺× 3尺× 4 1.00

湯殿
梁間九尺桁行弐間 9尺× 2間 3.00
渡り椽長四間巾三尺 3尺× 4間 2.00

〆五棟 惣坪数　弐百五拾四坪 254.00

表 5　五棟形式と四棟形式の規模	 （単位：間，坪）

天保の修復時 
面積比較

有形御修復・五棟形式 新規模様替・四棟形式
天保 5年 天保 8年

病室部分 薬煎所部分 病室部分 薬煎所部分
桁行 梁間 面積 桁行 梁間 面積 桁行 梁間 面積 桁行 梁間 面積

北病人部屋 20.0 2.0 40.0 0.0 0.0 0.0 20.5 2.0 41.0 2.0 3.0 6.0
九尺病人部屋 10.0 1.5 15.0 2.0 2.5 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
中病人部屋 20.0 2.0 40.0 2.0 2.5 5.0 20.5 2.0 41.0 2.0 3.0 6.0
新病人部屋 20.0 2.0 40.0 2.0 3.0 6.0 20.5 2.0 41.0 2.0 3.0 6.0
女病人部屋 10.0 2.0 20.0 0.0 0.0 0.0 10.0 2.0 20.0 0.0 0.0 0.0
各合計 155.0 16.0 143.0 18.0
病人部屋合計 171 坪 161 坪

表 6　病人定員数と面積
病人定員
（人）

女看病人
（人）

人数合計
（人）

病室面積
（坪）

1人の面積
（坪／人）

享保 7 年 1722 40 2 42 不明 不明
享保 8 年 1723 57 2 59 不明 不明
享保 8 年 1723 100 2 102 115 1.13
享保14年 1729 140 2 142 155 1.09
享保14年 1729 150 2 152 155 1.02
享保18年 1733 120 2 122 155 1.27
不明 117 2 119 155 1.30

（天保 8年に大規模改修がおこなわれた）
天保14年 1843 117 2 119 143 1.20
注：病室面積には薬煎所は含まない。

表 7　病人部屋をつなぐ渡り廊下の長さ
北－九尺 九尺－中 中－新 新－女
（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ）

寛政元年 6月 1789 仕様書 2間 2尺 2間 5尺余 2間 5尺 2間 2尺余
天保 7年 8月 1836 仕様書 2間 2尺 3間 （記述なし） 2間 5尺余
天保 7年 8月か 1836 図面 2間 2尺 3間 2間 5尺 2間 1尺 5寸
注：北－九尺は、北病人部屋と九尺病人部屋の間の距離を示す。他も同様である。




